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౷߹ใࠂॻのൃ行に͋ͨͬて
本統合報告書をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。当社グループは「心にもっとくつろぎを」のミッ

ションのもと、中期経営計画「VALUES 2025」に邁進してまいりました。この歩みの中で、確かな「堅実な成長」と

ともに、次代へ「挑戦する風土」が社内に少しずつ醸成されたこと、これが私たちの大きな手応えです。

本統合報告書では、2025年度までの実績とともに、強みを活かした新中期経営計画「CONNECT 2030」の戦略や、

皆様との「共創」による持続的成長への道筋を、わかりやすくお伝えしています。新たなステージへ挑戦する、当社の

未来にぜひご期待ください。
株式会社コメダホールディングス　取締役一同

ฤू方針

報告対象組織など
株式会社コメダホールディングスおよびチェーン（本部・
直営店・FC加盟店・工場）、連結対象子会社
※本統合報告書における表記は、以下の通り区分しています
• コメダホールディングス／当社：コメダホールディングス単体
• コメダグループ／当社グループ／コメダ：コメダホールディングス
および連結対象子会社

※本統合報告書ではコメダグループで働く人財を「従業員」、FC加盟店で
働く人財を「スタッフ」と表記しています

※本統合報告書内の役職は現職で掲載しています

報告対象期間
2025年度（2025年3月1日～2026年2月28日）を主た
る報告対象期間としていますが、2026年度以降の継続的
な活動や将来の目標も報告しています。

1968年の創業以来、私たちは、“くつろぎ”の場を提供し続けてきました。

一杯のコーヒーに心を込めること。

木のぬくもりを感じる空間で、安らげる時間を届けること。

これからも私たちは、変わらぬ想いを大切にしながら、

“くつろぎ”の価値を磨き、成長し続けていきます。

“心にもっとくつろぎを”

この想いが、私たちの原動力です。

“心にもっとくつろぎを”
その価値を、磨き続けながら未来へ—

Introduction
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コメダンσィ
コメダンディはコメダのくつろぎナビゲー
ターです。コメダ珈琲店ロゴマークの『コメダ
おじさん』の末裔として2018年にデビューし
ました。「ですぞ」が口癖です。
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発行
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見通しに関する注意事項
本統合報告書に記載の将来に関する記述は、2026年2月
期末時点で入手可能な情報に基づいて作成しており、将
来の成果を保証するものではありません。
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ʮコメダ珈琲店ʯ։ۀ ϩーυαΠυ店舗のݪ఺ɺ
コメダ珈琲店 本店Φープン

'C加盟店޲けのコーώーの
੡଄・ൢചを։࢝

 会ࣾコメダࣜג

؁ຯ٤஡ ʮ͓͔͛҇ʯΦープン

ॳの関東進出

1968 1977 1983

1999

1993

2003

2015

2014

KOMEDA’s History

⚫ॳのւ֎出店（中ࠃɿ上ւ）
⚫おもてなしの頂点を目指す
接客コンテスト開始

2016

理念体系

フランチャイズ（FC）モデル

Story 01

Story 02

'CϞσル

ձࣾۀࣄ

͓٬༷

'$Ճໍళ

௚営店

ຊ෦

席数に応じた定額ロイヤルティ
ച上͕૿えてもϩΠϠルティ͸定ֹ

৔޻ࣾࣗ ˔ ίʔώʔ੡଄　˔ ύϯ੡଄　˔ ͋Μ͜੡଄

ձࣾίϝμϗʔϧσΟϯάεࣜג

ԉࢧԽڧ૪力ڝ ઓུతͳ౤ࢿ サスςφビリςΟਪਐ

地域に合った空間づくりをしながら、フルサービスの接客で飲食サービスを提供ʠͭ͘Ζ͗ʡͷڞ૑

コーヒーやパンなど食材を安定的に調達・供給

˔ ブランσΟンά˔ トレーχンά
運営指導、修繕など コメダブランドの強化と認知度向上

˔ 商品開ൃ
魅力的な新商品・サービスを開発

˔ ৽঎඼ɾαʔϏεͷςετ
˔ Ճໍళैۀһͷݚम

スーύーόイβーʢ47ʣ
店舗に関することだけでなく
地域社会とのつながりも支援

加盟店オーナー

αϓϥΠϠʔ ˔ ৯څڙࡐʢύンの0&.をؚΉʣ
څڙࡐࢿ ˔

創業の地、名古屋市西区の「菊井店」
（2014年3月閉店）

初のロードサイド店舗となった
旧本店（2022年リニューアル）

安定した品質のコーヒーを提供

千葉パン工場の様子
ファンに愛され続ける
「シロノワール」誕生

FCチェーン展開を目的に設立

「コメダ珈琲店 横浜江田店」がオープン

⚫બべるモーニング։࢝
⚫ઍ༿ύン޻৔͕ૢۀ։࢝

渋谷、福岡に研修センターを開設

コンテストの参加人数は年々増加

店舗の95％を占めるのはFC加盟店であり、438の加盟店オーナーは独立した大切なパートナーです。
多様化するニーズに寄り添った商品・サービスの開発を通して、当社理念に共感する加盟店オーナーや
お客様とともに“くつろぎ”を共創し続けます。

当社グループは創業以来、メニュー、サービス、
お店づくりを通じて“くつろぐ、いちばんいいところ”を
提供し続けてきました。
これまでのあゆみを礎に、次の時代へ。
半世紀以上にわたるあゆみを振り返ります。

ミッγϣン
体だけでなく心にもフォーカスし、常に今よりも
心からくつろげる環境・社会を目指します。合言
葉の“KOMEDA COMES TRUE. with YOU"には
“くつろぎ"を共創していく決意を込めています。
営理೦ܦ
「コメダ珈琲店」の礎となる価値観です。一杯の珈
琲を通じたお客様との交流を大切にし、お客様が
珈琲を楽しみながらゆったりと過ごせる場所を提
供するために、お店づくり、メニュー開発、コメダ
流「おもてなし」を磨きます。
営方針ܦ
お客様第一
常にお客様を第一に考えて行動します。
共存共栄
FC加盟店、取引先との協力関係を構築し、とも
に発展します。
永久進化
時代の変化やお客様の多様なニーズに対応し、小
さくても弛まない進化を積み上げていきます。

ソフトクリーム

Since 1968

グループの「͋ ΏΈ」
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⚫ʮKO.E%" JT  ʯΦープン

上海

店舗
5

台湾

店舗
36

シンガポール

店舗
33

香港

店舗
7

⚫�インドネシアに初出店 

಺֎店舗਺͕ࠃ�⚫
1
000店舗をಥഁ

⚫九州コーヒー工場が
操業開始

2020

2019 2023 2024 20252022
オンラインショップ
スタート

⚫台湾に初出店
⚫関東コーώー޻৔͕

։࢝ۀૢ
⚫独立支援制度※を利用した
初の店舗、「コメダ珈琲店 
渋谷道玄坂上店」が開店

2017

2018

Story 04Story 03

ブランドの進化 海外展開

KOMEDA’s History

ʮ#"KE3: "%E.OKʯΦープン ⚫ʮ͓Ήすͼ ถ԰のଠ࿠ʯΦープン
⚫POO/ 3ESO63CES͕
ɹグループのҰһに
⚫#-6E -E"' C"'¬͕

グループのҰһに

インドネシア

店舗
2

⚫ʮコメダのେ൑ম͖ େᰩ٢日ʯ
Φープン

「コメダの大判焼き 大餡吉日」（現在は移転）

BLUE LEAF CAFÉ タカシマヤ ゲートタワーモール

名古屋製餡工場内の様子

⚫名古԰੡ᰩ޻৔͕ૢۀ։࢝

⚫モバΠルΦーダーશࠃͰ։࢝
⚫ʮδΣリコಊʯΦープン
⚫｢ハンバーガー＆サンドイッチ ベイス」
がグループの一員に

⚫キッチンオペレーションコンテスト、
全国装飾コンテスト開始

⚫株式会社琉球コメダ設立

コメダ珈琲店（海外）
DEWI SRI-KUTA-BALI ISLAND

⚫香港に初出店※�コメダグループにて社員として働きな
がら加盟店オーナーを目指せる制度

コメダ珈琲店はゆったりとした空間、フルサー
ビスの接客、心を満たすメニューを大切にしてき
ました。各ブランドは、その一つひとつを起点に
生まれました。「おかげ庵」は、“くつろぎ”の空
間を和の情緒へと広げ、きょうだいブランドであ
るおむすび専門店「おむすび 米屋の太郎」もここ
から生まれました。「KOMEDA is □」は、フル
サービスの居心地をそのままに、プラントベース
（植物由来）という価値を重ねました。「ジェリコ
堂」はコメダ珈琲店で生まれたデザートドリンク
「ジェリコ」を進化させ、「BAKERY ADEMOK」
はモーニング文化で磨いたパンで、テイクアウト
を通した“くつろぎ”を創り出しました。どのブラ
ンドも、コメダ珈琲店の価値を新たな角度から捉
えることで生まれたものです。多彩なブランドを
生み出すノウハウは、現場の知見と本部の挑戦を
もとに当社が培ってきた強みです。

2016年4月の中国・上海での海外FC出
店を皮切りに、独自の「喫茶文化」を海外
へ広げる取り組みが始まりました。その後、
台湾、香港、インドネシアへと展開地域を
拡大しています。2024年7月には、アジ
ア地域の子会社を統括管理するKOMEDA 
INTERNATIONAL HOLDINGS PTE. LTD.
（シンガポール、以下、KIH）を設立し、体制面
を整備。そして2025年3月、KIHを通じてシ
ンガポールの外食企業POON RESOURCES 
PTE. LTD.（以下、POON RESOURCES）の
発行済株式の70％を取得し、グループに迎
えました。現地の文化と日本流の“くつろぎ”
を融合させ、各地域に根差したお店づくりを
進めていきます。

ҰาҰา
積み重ねてきた
ྺ࢙͕ り͋ますぞ

https://komeda-holdings.co.jp/about-us/
当社グループの事業内容▶▶
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コメダブレンド

人延べ

店舗 店舗

店舗 店舗店舗 店舗

店舗 店舗店舗

店舗 店舗 店舗 店舗

店舗

1,079

1.2億

18

16 313 1

1 33

4 3 1 4

1

コメダグループ従業員・
パート・アルバイト

加盟店オーナー FC加盟店で働くスタッフ

2,850

9

438

97.2

40,000名

拠点

オーナー

%

名約

No.1
コメダブレンド

約 杯分1億

シロノワール

約 個930万

シロノワール販売数

※コメダブレンド換算

60.9%

ミックス
ジュース

At a Glance

展開ブランド

At a Glance

人財関連

At a Glance

国内主力商品年間販売数At a Glance

年間来店客数

At a Glance

コメクション歴代商品数
At a Glance

個人・その他
 株主比率

At a Glance

総店舗数

At a Glance

自社工場

At a Glance

連結売上高

At a Glance

 フルサービスの
　　 喫茶チェーン国内店舗数

コーヒー販売数

国内店舗数

国外店舗数

At a Glance

 コメダブレンド抽出後の
　　コーヒー粉の国内再利用率

266

1,150
1,067

83

店舗

店舗

店舗

東日本

店舗379

西日本

店舗366

中京

店舗322
572億円

種類

（2026年2月末時点）

At a Glance

アプリDL数

At a Glance

コメダ部員※

人5.7万

827万回

KOMEDA Factory

Pantone 128C

※コメダ部員：ファンコミュニティサイト「さんかく屋根の下」の会員登録者

コメクションは当社各
ブランドのオリジナル
グッズを扱うオンライ
ンショップ。充実した
ラインナップに加え、
企業コラボも展開

コーヒー染め
グッズや牛の
寝床等で有効
に再利用

（2026年2月末時点）

Kom
eda’s Today

ͻと目で෼かるグループの「い·」
お店の広がりや、働く人の数、来

店されるお客様の数や定番メニュ
ーの売れ行きなど、

当社グループの「いま」を映し出
す、さまざまな数字を集めました

。

日本の人
口と

ほぼ一緒
！

コアなファンとと
もに“くつろぎ”を
共創しています

利便性やキャンペー
ン施策が奏功し、身
近なサービスとして
広がっています

コメダのファン
の方々の中に
は、株主となり、
長く応援してく
ださる方も

ソフィア
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Kom
eda’s Today

lくͭ Ζ͗ zのܠ৭
コメダ珈琲店で磨き上げてきた“く

つろぎ”の作法は、人それぞれの過
ごし方を支えます。

メニュー・接客・空間ᴷ ここに息づく工夫の数々は、グル
ープの全ブランドに通じる

原型です。

これらの޻෉͕
！఺ですぞݪたͪのࢲ

スーパーバイザーがFC加盟店を定期
訪問し、加盟店オーナーのフォロー
や運営ノウハウの共有を行います。

こだわりPoint!

加盟店Φーナーをαϙート
するスーύーバΠβー

ソファーは座り心地を追求
したオリジナル設計で、修
繕も可能。絶妙な高さの間
仕切りが半個室空間を生み
出しています。

こだわりPoint!

෉޻੾りにもͻと࢓੮やؒ࠲

こだわりPoint!

͓٬༷の੠を঎඼・αーϏスに൓ө
お客様相談室やファンコミュニティから寄せられた声
を改善策に反映し、商品・サービスを進化させます。

例えばコメダブレンドは、世界から厳選した
生豆を焙煎し、自社工場で抽出の上、各店舗
へ届けています。

こだわりPoint!

มΘΒな͍͓͍し͞を͓ಧけ

加盟店オーナーと協力
し、地域ならではの装飾
を取り入れています。親
しみやすさと安心感につ
ながっています。

こだわりPoint!

地Ҭにࠜࠩし͓ͨ店づくり

多彩なメニューと季節商品に加え、店舗
ごとに最適化されたラインナップで、幅
広いニーズに対応しています。

こだわりPoint!

定൪もقઅ঎඼もָしΊる
ϥΠンナップ

午前11時まで、ドリン
ク1杯のご注文につき、
トーストやローブパン
とゆでたまごをサービ
ス。おぐらあんや玉子ペーストも選べ、朝の時
間帯の強みになっています。

こだわりPoint!

ຬ଍度の高͍モーニング

マニュアルのみに従うのでは
なく、目の前のお客様と丁寧
に向き合い、その方にとって
心地よい寄り添い方や距離感
を日々工夫しています。

こだわりPoint!

マニϡアルを௒える઀٬

10 11コメダホールディングス　統合報告書2026 コメダホールディングス　統合報告書2026



コメダ珈琲店で培った強みを土台に、おかげ庵や海外、そしてお店の外へ。

「“KUTSUROGI”で、人と地域と世界をつなぐ」5年間が始まります。

これまでのあゆみを土台に、新しい5年へ。
振り返りは P.24 、新中期経営計画の詳細は P.26 から。

グループの「͜Εから」

NEXT KOMEDA

まいりますぞ！

これからの5年、私たちが進む道 
⃝ いつもの“くつろぎ”に、新しいおいしさを
⃝ 出かけた先でも、もっと身近に
⃝ 変わらないおいしさを、これからも
⃝ 和のおいしさを、もっと多くの街へ
⃝ より多くのお客様と、新しい出会いを
⃝ 海外へ広がる“KUTSUROGI”

シロノワ
ール

たっぷりアメリカン

The next phase 
has already 

begun.
新中期経営計画に向けた挑戦が

始まっています！

POON RESOURCESをM＆A
おむすび 米屋の太郎

サイズ展開を拡充

プラントベース喫茶
KOMEDA is □に新商品

ハラール認証ノウハウを含むシナジー効果でASEANへの店舗拡大の足掛かりに。

季節商品やサイズ
展開を拡充し、

おかげ庵とともに
エリア拡大へ

準備。

植物由来のメニューに「プ
ラント

ベース明太子のクリームパ
スタ」が登場。

札幌コーヒー工場竣工
2026年1月、北海道に新工場完成。
供給基盤の強化とともに、コーヒー
粉の再利用率を向上。

Kom
eda’s Today

変わらないおいしさを、
これからも

より多くのお客様と、 

新しい出会いを 海外へ広がる
“KUTSUROGI”

KOMEDA'S 
COFFEE

KOMEDA is □に新商品

ベース明太子のクリームパ
スタ」が登場。

札幌コーヒー工場竣工
2026年1月、北海道に新工場完成。
供給基盤の強化とともに、コーヒー

ジェリコ堂・大餡吉日
御在所SA（下り）
2025年4月オープン。立地を問わず、手軽な“くつろぎ”を楽しめる出店を推進。

出かけた先でも、
もっと身近に

いつもの“くつろぎ”に、

新しいおいしさを

新中期経営計画の詳細は…… P.26

KOMEDA'S KOMEDA'S 

クリームソーダ

ナジー効果でASEANへの店舗拡大の足掛かりに。

季節商品やサイズ
展開を拡充し、

季節商品やサイズ
展開を拡充し、

ファーストコーヒーイベント
2025年9月、コメダ部員のご家族と渋谷

で初開催。親子で味わう初めての一杯。

さんかく屋根の下

和のおいしさを、

もっと多くの街へ
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l,6TS63OG*z͕、世քをͭな͙ɻ
ͦの確信をڳに、
たͪ͸新たな̑年に౿Έ出し·すɻࢲ

株式会社コメダホールディングス
代表取締役社長CEO

社長メッセージ

中期経営計画「VALUES 2025」が最終年度を終
えました。コロナ禍からの回復に始まり、原材料高
騰やエネルギーコスト上昇という逆風が続く中でも
増収増益を続けることができたのは、全国の加盟店
オーナー様と店舗スタッフの皆様が、それぞれの地
域でお客様の“くつろぎ”を守り続けてくださった
からにほかなりません。
財務面では、売上収益・営業利益は過去最高を更
新し、ROIC、自己資本比率、総還元性向については
「VALUES 2025」の目標を達成しました。一方で
EPS成長率が目標に届かなかった点は真摯に受け止
めており、その要因分析と対策はしっかりと行い、
次期中期経営計画に活かしてまいります。
また、数字以上に大きな成果として感じている
のが、新しいことにチャレンジする風土が少しず
つ育ってきたことです。おかげ庵のコメダ珈琲店
に次ぐ第２の柱への昇格、「ジェリコ堂」や「おむ
すび 米屋の太郎」といった新業態、そしてPOON 
RESOURCESとの海外展開̶いずれも、試行錯
誤を重ねながら踏み出してきた取り組みです。

コメダグループは国内外に1,150もの店舗を
持ち、それぞれの店舗が地域の皆様から「なくて
はならない店」と言っていただけるようになりま
した。2026年は上場から10年の節目にあたり、
CONNECT 2030の期間中には創業60周年という
大きなイベントもあります。この節目をスタート地
点として、“くつろぎ”を国内でさらに深め、同時に
世界へ広げ、そして次の世代へとつないでいく̶
CONNECT 2030は、その挑戦への設計図です。
CONNECT 2030では、グループ1,400店舗体
制を構築し、世界に挑みます。その達成への道筋は
決して規模の拡大だけではありません。国内外の環

こうした経験を積み重ねる中で、組織の中に「失
敗を恐れずに挑戦していい」という空気が根づいて
きました。まだ満足できるレベルではありません
が、この風土が今後の成長の土台になると確信して
います。

7"-6&S 2025の5年間をৼΓฦͬͯ

CO//&CT 2030
� 次の5年へのઃܭਤ
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境変化を踏まえ、店舗のあり方や事業ポートフォリ
オ、投資の考え方を見直しながら、事業基盤の強化
と持続的な成長の実現を目指します。
この中期経営計画は、次を担うメンバーが所属の

枠を越えて議論を重ね、現場の実感や課題意識を起
点に描いてきました。そうしたプロセスを通じて形
になったからこそ、CONNECT 2030は掲げた瞬
間から実行に向かう設計図になっていると考えてい
ます。

「コメダ珈琲店に行くとほっとする」「いい空間だ
ね」と言っていただけることは、私たちにとってい
ちばんの励みとなります。コンビニやデリバリーな
ど、利便性がますます高まる時代においても、人が
わざわざ足を運びたくなる理由は、そこで過ごす体
験にあると私たちは考えています。
だからこそ、全国のお店を運営する加盟店オー

ナー様を通して、“くつろぎ”の形を一つに固定せ
ず、お客様一人ひとりの感じ方や過ごし方に寄り添
いながら体験価値を磨き続ける。そうすることで、
国内においても、まだまだ成長の余地はあると私た
ちは考えています。

CONNECT 2030の国内成長戦略の柱として、
「コメダ和

なごみ

喫茶 おかげ庵」を本格的に展開してまい
ります。おかげ庵はコメダ珈琲店と隣接が可能であ
り、お客様に「今日はコメダ珈琲店にしようか、
おかげ庵にしようか」という選択が生まれていま
す。おむすびモーニングなどの独自性やインバウン
ドの追い風もあり、一部店舗ではコメダ珈琲店の売
上を上回ります。新中期経営計画に合わせ、おかげ
庵推進部を設立し、FC展開の本格化に向けて整備
を進めています。
お客様の生活スタイルが多様化する中で、“くつ

こうした既存事業の深化や新たな挑戦は、本部
だけで成し遂げられるものではありません。当社グ
ループの成長は、加盟店オーナー様との共存共栄と
いう前提の上に成り立っています。
私たちのFCモデルの特徴は、本部の求心力と、加

盟店オーナー様の現場力のバランスにあります。本
部は、食材、ブランド、品質、DXといった共通基
盤を一貫して磨き上げます。その上で、加盟店オー
ナー様が立地や商圏に応じた“くつろぎ”をお客様

私たちが加盟店オーナー様とともにつくり上げて
きたコメダ珈琲店は、いわゆる「カフェ」チェーン
とは少し違います。お客様一人ひとりが自分自身に
戻れる“くつろぎ”の場所。コーヒーも空間も接客
も、お客様の“くつろぎ”のためにあります。だから
こそ、私たちは「カフェチェーン」でも「コーヒー
チェーン」でもなく、「日本一の喫茶店チェーン」だ
と考えています。
人が集い、気持ちを緩め、誰かと時間を過ごす
―そうした“くつろぎ”へのニーズは、国や文化
が違っても普遍です。一方で、どんな場所で、どん
な距離感で、どんな振る舞いの中で心がほどけるの
かは、地域や文化によって異なります。だからこそ
私たちは、形を押し付けるのではなく、その土地な
らではの在り方を大切にしてきました。それをさら
に世界につなげていきたい。いつか「Ramen」や
「Sushi」のように、「Kissaten」が世界で通じる言
葉になる。CONNECT 2030は、その未来を見据

lくͭ Ζ͗zのڝ૪༏位を ら͞にຏく

お客様のlくͭ Ζ͗zを、΋ͬ と多࠼に
加盟店Φーナー様とと΋に
� 共ଘ共ӫのਂ化 

「,JssBUeO」を、世քへ

社長メッセージ

ろぎ”を感じるシーンも多様化しています。「ジェ
リコ堂」や「おむすび 米屋の太郎」のような持ち帰
り主体の新業態についても、さまざまな可能性をテ
ストしてまいります。一方で、コンビニでのコメダ
珈琲店監修ドリンクやeGiftなどの店外チャネルを
通じて、店舗外でもブランドに触れられる機会を広
げています。

とともにつくっていく。メニューやお店づくりに一
定の裁量を設けているのも、本部と加盟店オーナー
様がそれぞれの役割を果たしながら、地域に合った
“くつろぎ”の場をつくるためです。装飾や運営の工
夫もその一つ。お客様と地域をつなぎ、心地よい場
所を形にするための判断です。
お客様がお店での体験に価格以上の価値を感じて

くださっていることは、この共存共栄の関係が現場
で機能している何よりの証だと考えています。
その関係をこれからも持続させていくために欠か
せないのが、SCM（サプライチェーンマネジメント）
の強化と、FC加盟店向けのAI・DXへの投資です。
前者は原材料やエネルギーのコスト上昇が続く環境
下においても、事業を安定して続けていただける土
台を守るために不可欠です。そして後者は、加盟店
オーナー様や店舗スタッフの負担を軽減し、お客様
と向き合う時間を増やすための投資です。人の手で
しか生み出せない“くつろぎ”の価値を守り、高めて
いくために、技術をどう使うか。本部は現場と向き
合いながら、その環境づくりを進めてまいります。

おかげ庵 イオンスタイル豊田店

池袋にオープンしたジェリコ堂 サンシャインシティアルパ店
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三つのテーマのなかでも、私が特に力を入れるの
が「くつろぎを創る人を支える」です。新中期経営計
画では、エンゲージメントスコアを経営指標に据え
ました。スタッフが前向きに働けていなければ、お
客様の“くつろぎ”は生まれません。多様な人財がそ
れぞれの持ち場で力を発揮できる会社にしなければ
ならない。これは私が在任中に必ず成し遂げます。
その覚悟はCONNECT 2030策定過程にも表れ
ています。今回の中期経営計画では、次を担うメン
バーが所属の枠を越えて議論に加わり、自分たちの
会社のこれからを自分たちの言葉で考え抜いていま
す。現場で感じている課題や違和感を、それぞれが
知り、ともに解決方法や戦略を組み立てる。私は全
体の方向性を示しながら、この思考と責任のプロセ
スを正面から受け止め、計画に活かしました。
人財への投資は、将来に向けた抽象的な理想で
はありません。これからの挑戦を実行し続ける
ための、経営の土台です。人が育ち、考え、責
任を引き受ける力を持つこと。その積み重ねが、
CONNECT 2030を動かし、次の成長を生み出し
ていくと考えています。 ブラジルの農園近くの小学校を訪ねたとき、子ど

もたちが満面の笑みでコメダ珈琲店クレヨンなどの
プレゼントを受け取ってくれました。この子たちが
大人になっても、誇りを持ってコーヒーを育て続け
られる環境をつくりたい̶心からそう思いました。
その数か月前、バリ島からシンガポールへ向かう
機内でコメダおじさんのロゴTシャツを着ていたとこ
ろ、香港在住の日本人の方々に話しかけられました。
お子さんが、香港に店舗数がいくつあるかをご存知
だったことに驚くとともに、コメダ珈琲店が大好き
だとおっしゃってくださったことに感激しました。
私たちは、“くつろぎ”という価値そのものを事業
の中核に据え、業態を越え、地域を越えて実装して
きました。その価値を、より長く持続させていくた
めに、上流から下流までを見据え、日本から世界へ
と事業を拡げていく。それがCONNECT 2030で
あり、社長として私が貫く意思です。

人財͕ͦ͜、挑戦の౔୆

100年ઌ΋コーヒーをಧけるたΊに

なくͯ ͸ならないଘ在で
Γ͋続けるたΊに

えた挑戦です。
海外での取り組みは、上海、台湾、香港など、これ

までも各地のパートナーとともに進めてまいりまし
た。そうした経験を通じて私たちが確信したのは、
国や文化に合わせて“くつろぎ”を育てていけるか
は、海外パートナーとどこまで価値観を共有できる
かに大きく左右されるということです。
2024年5月、シンガポールでPOON RESOURCES

のジャック・プーン氏と初めて会ったとき、その点で
深い手応えを感じました。プーン氏は、ファミリービ
ジネスを起点にしながらも、多様なブランドをシン
ガポールで育ててきた経営者です。ブランドを一方
的に展開するのではなく、現地の食文化や宗教、生
活習慣に向き合いながら、地域に根付かせていく姿
勢に、私たちとの重なりを感じました。私たちが大
切にする“くつろぎ”をどう海外で表現していくかを
語る中で、運営の現実や人財育成、物流まで含めた
視点を通して、強い信頼を築き上げてまいりました。
理念を共有し、それぞれの文化に敬意を払いな

がら、その国や地域の“くつろぎ”をともに創る。
POON RESOURCESとの出会いは、これまでの海
外での経験を昇華させ、新たな地へとつなげていく
ための重要な一歩だったと考えています。　
今後のM&Aについては、新中期経営計画の数値

には織り込んでいません。しかし、消極的だという
ことではありません。コメダグループにとって必要

なこと、シナジーが見込める事業については躊躇な
く実行してまいります。

コメダ珈琲店を主体とした事業モデルを磨いてき
た私たちにとって、新たな業態や海外市場へ踏み出
すことは、大きな挑戦です。その挑戦を可能にし、
継続的な成長につなげていく力̶それこそが、サ
ステナビリティ経営だと考えています。
CONNECT 2030のスタートにあたり、私たち

はマテリアリティを見直しました。「くつろぎをと
もに創る」「くつろぎを創る人を支える」「くつろぎの
環境を守る」という三つのテーマに再編し、それぞ
れにKPIを設定しました。方向性を語るだけでなく、
指標として明確にコミットすることが、サステナビ
リティを経営の中核に据える第一歩だと考えます。
私たちがサステナビリティを経営課題として捉え
るのは、事業の構造上、避けて通れない課題である
ためです。コーヒーを事業の中核とする私たちは、
農業に由来する原材料を基点に、気候変動や生産国
の社会課題とも密接につながるサプライチェーンの
上に成り立っています。ブラジルでコーヒー農園の
担い手が長期的に見ると減少するリスクがあること
や、国内で人手不足が経営制約として顕在化してい
ることは、その象徴です。これらの課題に向き合う
ことが、結果として当社グループの稼ぐ力を支える
と確信しています。
品質基盤と地域との関係性を強化することが常連
のお客様を生み、働く環境の改善が生産性と採用力
を高め、省エネや効率化の取り組みがコスト構造の
改善につながる。サステナビリティは守りの活動で
はなく、CONNECT 2030の成長戦略そのもので
す。環境負荷の低減についても、目標ありきではな
く、事業を続けながら改善を積み重ねていく。その
姿勢こそが、持続的な成長を実現する方法だと考え
ています。

サステナビリティを、ܦӦのͲਅΜதに

2025年2月、初めてブラジルのコーヒー農園を
訪れました。そこで気候変動による品質への影響や
不作に加え、コーヒーを生み出す担い手の高齢化が
迫る現実を、目の当たりにしました。
コメダグループにとってコーヒーは、日々の“く
つろぎ”の時間を支える中心的な存在です。その品
質や供給が揺らげば、店舗で過ごす時間のあり方に
も影響します。女性農園主への営農支援プログラム
「Café Delas」をはじめとする産地での取り組み
は、品質の安定とともに、長く生産が続けられる環
境づくりにつながっています。
原材料への向き合い方は、コーヒー豆に限りませ

ん。モーニングのトーストに使う小麦粉、シロノ

ワールのソフトクリームに使う乳製品など、コメダ
珈琲店をはじめとする全ブランドの看板商品を支え
る原材料一つひとつについて、調達先の最適化や品
質の安定に取り組んでいます。原材料の背景まで目
を向け、理解し、選び続ける。その積み重ねがあっ
てこそ、これから先も、お客様が変わらず“くつろぎ”
を感じられる時間が生まれると考えています。

2025年2月、コーヒー豆の調達先の一つであるブラジルのコーヒー
農園と現地企業のOlam Agricola Ltda.を訪問したときの様子

社長メッセージ
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創る力の源泉を支える お客様とと΋に創る

加盟店Φーナーとと΋に拡げる

地域とと΋に続ける

拡げる力の源泉を支える

続ける力の源泉を支える

経営資本
（INPUT）

事業を通じて生み出すもの
（OUTPUT）

地域貢献と成長投資を通じた好循環

※2026年2月時点 ※サプライチェーンマネジメント

知的資本
店舗体験を高めるメニュー・サー
ビス・空間づくりと、お客様や加
盟店オーナーとの共創により、
体験価値を生み出すノウハウ

製造資本
自社工場を中心とした、安全安
心な品質と安定供給をささえる
生産基盤

人的資本
“くつろぎ”をステークホルダー
と共創できる人財とそれを支え
る育成システム

自然資本
安全安心な食材と持続可能なエ
ネルギー利用を通じ、価値共創
を支える自然環境

社会関係資本
地域に根差した店舗運営を通じ
て築いてきた、顧客と地域コミュ
ニティとの共存共栄の関係と深
い信頼

財務資本
安定キャッシュフローを創出する
財務基盤

中期経営計画 CONNECT 2030
◦ 創る　　 ブランド強化 接点強化 多様な出店

◦ 拡げる SCM※ 海外拡大 おかげ庵展開加速

◦ 続ける DX投資 資本施策 M＆A

組織運営の基盤としての取り組み

◦最適なコーポレートガバナンスの追求　◦リスクマネジメントの確立　
◦企業倫理の徹底と腐敗防止　◦情報開示と透明性の向上

“くつろぎ”の好循環を加速する経営戦略

ビジネスモデル

ミッション “心にもっとくつろぎを” を実現する仕組み

マテリアリティ 新重要課題（2026〜）

◦くつろぎをともに創る
• 商品・サービスの安全安心の追求
• お客様の体験価値の追求
• 地域コミュニティとの共生

◦くつろぎを創る人を支える
• 安全で働きやすい職場の実現
• 多様な人財の活躍と成長支援
• 人権の尊重

◦くつろぎの環境を守る • 自然環境の保全
• 気候変動への対応

変わらない品質と各店の創意工夫が活きる
大規模店舗ネットワーク

お客様の声と現場の挑戦から生まれる、
お客様の“くつろぎ”に寄り添う商品・サービス・空間

P.26

P.38

͓٬༷の
ʠくつろぎʡ

各地に広がる憩いの場

地域との関係を育む活動

おもてなしあふれる接客

高品質で多彩なメニュー

居心地の良い空間

加盟店Φーナー
と

と
΋

に拡
げ

る

お
客

様
と

と
΋

に 創る

地域とと΋に 続ける

効果的な
投資

FC加盟店
との絆

従業員の
挑戦

「心のよりどころ」への希求 食と接客の安全安心への期待 働き手不足と地域経済の変容社会の変化 社会への価値還元
•安心できる場の提供
•品質基準の底上げ
•地域雇用と経済循環

•次の挑戦への投資余力
•FC加盟店・地域との深まる絆
•“くつろぎ”を支える人の成長

提供価値
（OUTCOME）

お客様
いつ行っても、誰と行っても
安心できる“くつろぎ”の体験

加盟店オーナー
安定した収益と

長く続けられる事業の仕組み

従業員・加盟店スタッフ
誇りとやりがいをもって

働ける場

株主・投資家
持続的な利益成長と
安定した株主還元

サプライヤー、取引先
長期的な取引関係に基づく

共存共栄

地域社会
店舗を起点とした
コミュニティへの貢献

環境
自然環境の保全と
脱炭素社会への貢献

“心にもっと
くつろぎを”
追求する企業

目指す姿

創出した価値の循環

価値共創プϩセス
私たちは“心にもっとくつろぎを”のミッションのもと、“くつろぐ、いちばんいいところ”を
提供します。“KUTSUROGI”で人と地域と世界をつなぎ、ビジネスモデルを進化させながら、
ステークホルダーの皆様とともに価値を共創していきます。

カツカリーパン

“くつろぎ”から৴པ΁、
৴པから৽たな“くつろぎ”΁ͱ

つな͕っておりますぞ
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VOICE

PICK UP 02

PICK UP 01

加盟店オーナーとなり15年。優秀なスタッフの意欲を高く維持し、客数予測に
応じた体制づくりで、お客様の“くつろぎ”と安定経営を両立してきました。その
支えとなる本部の新商品や企画にいつも感謝しています。また、スーパーバイザー
による客観的な分析や他店との知見共有は、店舗体験の底上げに必ず役立ちます。
今後も加盟店オーナー同士をつなぐ架け橋としての役割を期待しています。そし
て、私たちの活動を広げる新業態など、成長への選択肢を提示し続けていただきた
い。本部の戦略を信頼し、地域に根差したお店づくりを自ら全うすることで、長く
共存共栄の関係を築いていきます。

お客様相談室には、日々さまざまなお声が寄せられています。私たちのミッ
ションは、単なる「ハブ（結節点）」に留まらず、お客様の声を正確に受け止め、
改善アクションへとつなげる「価値共創の起点」となることです。
市場環境の変化とともに、お客様の“くつろぎ”に対する期待値は確実に高まっ

ており、QSC（品質・サービス・清潔さ）に関するご指摘もより具体的になって
います。私たちは、厳しいご意見こそ当社グループへの期待の表れと捉え、声
の背景にある思いを丁寧に読み解くことを大切にしています。相談室から各部署
へ一方的に要望を出すことはありませんが、お声の数や緊急性、内容の切実さを
「店舗の真実」として客観的かつ建設的な観点で整理し、フィードバックすること
で、社内の自発的、スピーディな改善を促しています。
例えば、アプリの不具合や店舗情報との乖離など、お客様の不便に直結する事
象には迅速な体制整備を働きかけ、信頼を守るアクションを徹底しています。ま
た、集積された膨大な「お客様の実感」を共有することで、次なる商品開発やサー
ビス向上へのヒントとして活用されています。こうした積み重ねにより、お客様
の声を経営の羅針盤とし、ともに「未来の“くつろぎ”」を創り上げるパートナー
としての役割を果たしていきます。

私の役割は、QSCチェックや覆面調査等の結果から店舗状況を共有し、加盟店オー
ナー様の主体的な判断を支えることだと考えています。本部が正解を押し付けるので
はなく、現場の課題を丁寧に共有しながら改善策を問いかけ、自ら経営のハンドルを握
るあゆみに黒子として伴走します。想いや状況に応じた対話を重ね、ときには厳しさ
をも持ちながら、ともに“くつろぎ”の質を高め合える経営パートナーを目指します。

▶大川が制作に携わった冊子「感謝・お褒めの言葉集」。
　お客様からの声を集めたもので、全店舗へ配付している。

加盟店オーナー／株式会社Canty 代表取締役

株式会社コメダ 東日本営業部 チームリーダー スーパーバイザー

 市川 亨 様

大川 麻美

菊池 史貴

FC加盟店

お客様

加盟店オーナー／株式会社Canty 代表取締役  市川 亨 様

大川 麻美

株式会社コメダ 東日本営業部 チームリーダー スーパーバイザー 菊池 史貴

ステークホルダー
エンゲージメント

FC加盟店

●各種加盟店オーナー会議
●店舗向けシステムでの情報発信・アンケート

エリアを細分化したブロックでの加
盟店オーナー会議を開催し、本部方針
や店舗運営、地域貢献など幅広く意見
を交換しています。

●店舗でのコミュニケーション　●お客様相談室
●ファンコミュニティサイト「さんかく屋根の下」　
●名城大学と産学連携の取り組み

株式会社コメダと名城大学理工学部建築
学科の研究室が連携し、学生の視点でくつ
ろぎ空間の企画・検証するなど、次世代の
ニーズを取り入れる施策を行っています。

お客様

●方針発表会　●社内報　●朝礼
●エンゲージメント調査

年2回の方針発表会のほか、毎月1回の朝礼お
よび社内報にて、社長が社内の動きを紹介。社
内理解を深め、働きやすい環境を整えること
でエンゲージメント向上を目指しています。

ै業һ

●店舗を通した地域密着活動　
●あいち子ども食堂ネットワークを通じた食材寄贈　
●出張授業　など

あいち子ども食堂ネットワークを通
じ、子ども食堂に対し、計21回の食材
寄贈を行いました。

地域社会

●日常的な調達活動
●サステナビリティ調達ガイドラインに基づく
　調達のお願い

取Ҿઌ

●株主総会　
●決算説明会
●機関投資家向けの個別ミーティング

株主・౤ࢿՈ

●認定NPO法人「むすびえ」とのこども食堂

「むすびえ」との協同により、東京都
で2回、大阪府で2回、こども食堂で
ワークショップイベントを行い、子ど
もたちの健全な育成に貢献しました。

/PO・/GO

●「コメダの森」保全活動　●プラスチック削減
●コメダブレンド抽出後のコーヒー粉の再利用

「コメダの森」のCO2吸収量を計測し保
全活動の実効性を測定。また、「コメダの
森」を訪れた人と木の資源循環につい
て意見交換できる場を設けています。

環境

年1回の株主総会、年2回の決算説明会のほか
機関投資家向けの個別ミーティングを実施しました。

主要な取引先とサプライチェーン会議を開催し、調達に関する意
見交換をするとともにサステナビリティ調達に関して合意形成
を行いました。

େখ加盟店Φーナー会議Ͱのҙ見ަ׵

方針ൃද会・ேྱをར༻しͨࣾ಺理ղଅ進

͜Ͳも৯ಊͰの取り組み

ʮコメダの৿ʯอશ׆ಈͰのҙ見ަ׵

੣実ެฏなઆ໌とݐઃతな対࿩αプϥΠνΣーン会議Ͱのҙ見ަ׵

࣍ੈ୅とのڞ創

Stakeholder's Voices

օ༷ͱର࿩を重ねて
“くつろぎ”をڞ૑しますぞ

ओな対࿩方๏
PICK UP 

ニーズを取り入れる施策を行っています。

PICK UP 

株式会社コメダ
お客様相談室 室長

メニϡー։ൃや׆ݙߩಈを௨しͨަྲྀ
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̶当社をパートナーに選んだ理由をお聞かせくだ
さい。

最大の理由は、両社が同じビジョンを共有してい
たことです。私たちは2004年の創業以来、快適な
環境で手頃な価格の伝統的な朝食を提供することを
大切にしてきました。これはコメダ珈琲店を象徴す
る“くつろぎ”のコンセプトと本質的に同じもので
す。国やメニューは異なっても、人々が求める「居
心地のよい場所」の価値は普遍的です。
また、甘利社長をはじめチームの皆様が誠実で品
格ある方々であり、短期間で信頼関係を築くことが
できました。ビジネスにおいてはこの信頼がなけれ
ば何も始まりません。それが決め手でした。
̶東南アジアで担う役割をお聞かせください。
東南アジアは、隣国同士でも食文化や生活様式が
大きく異なります。シンガポールとマレーシア、マ
レーシアとインドネシア̶̶似ているようで、それ
ぞれに違いがあるのです。コメダブランドの価値観
を守りながら、メニューやオペレーションを各国の
事情に合わせて最適化する。その橋渡し役を、現地
を熟知する私たちが担いたいと考えています。
POON RESOURCESは全店舗でハラール認証を

共鳴する理念、広がる可能性
—東南アジアのハブとして、ともに歩む

POON RESOURCES PTE. LTD.　取締役

ジャック・プーン

取得しており、従業員の15～20%がムスリムです。
私自身もシンガポールで多民族・多宗教の環境に育
ちました。ハラール対応を成功させる秘訣は、ルー
ルを守ることだけではありません。その背景にある
文化や精神を深く理解することです。この知見は、
巨大なムスリム市場であるインドネシアやマレーシ
アへの展開において、大きな力になるはずです。
̶コメダから影響を受けていることはありますか。
お客様への価値を徹底的に考え抜く姿勢から多く
を学んでいます。とりわけ印象的だったのがデリバ
リーへの取り組みです。コメダ珈琲店では、30～
45分経っても品質が保たれる配達専用メニューを
開発し、容器の選定からメニュー設計まで徹底的に
考え抜いていました。シンガポールではスピードを
重視するあまり、「届けた後はお客様の責任」という
考え方になりがちですが、お客様への価値を深く考
える姿勢には学ぶことが多くあります。こうした双
方向の学び合いこそ、このパートナーシップの真の
強みです。
シンガポール・東南アジアを起点に、共にグロー
バルな成長を実現していきたいと考えています。

VALUES 
2025

ハイライト

POONRESOURCESの概要

2004年にシンガポールで設立した外食企業。
カフェブランド「Kaffe & Toast」をはじめとする4つのチェーン（2026
年2月末時点で33店舗）を、商業施設や病院など生活導線上の立地に展
開している。シンガポールの伝統的な朝食文化を軸に、ハラール対応メ
ニューも取り入れ、多様な顧客が安心して過ごせる場を提供している。

“心にもっとくつろぎを”の実現に向け、「既存モデルの拡充」「新しい共創価値の追求」「財務価値の維持拡大」
を掲げ、人財育成や出店の拡大、新規事業開発等を推進してきました。お客様のご愛顧と、加盟店オーナーをは
じめとする現場の力により、コロナ禍からの回復を経て、売上収益・営業利益は過去最高を更新。ROIC・自己
資本比率・総還元性向はいずれも目標を達成し、財務基盤を大きく強化することができました。事業面でも公式
アプリが827万ダウンロード（2026年2月末時点）を超え、「ジェリコ堂」「おむすび 米屋の太郎」などの新業態
も生まれました。
2025年3月にはシンガポールのPOON RESOURCESをグループに迎え、海外展開の基盤を築きました。グ

ループ入りの経緯と今後の展望は、同社の取締役ジャック・プーンへのインタビュー（右ページ）でご紹介します。

テーマ 重点施策 定量目標 実績 評価

既存モデルの拡充

QSCの向上 “くつろぐ、いちばんいいところ”を提供
する人財の育成

加盟店オーナー会議や認定制度等
で人財育成を支援 ʓ

出店拡大 1,200店舗
（うち海外80店舗）

1,150店舗 ˛
（うち海外83店舗） 	ʓ


DXの推進 SNS・アプリ活用した顧客ロイヤルティ
向上

公式アプリのローンチおよび827万
DL達成 ʓ

新しい共創価値の
追求

新事業開発 ブランドと顧客ベースを活用した新サー
ビス開発

「おむすび 米屋の太郎」や
「ジェリコ堂」等の新業態開発 ʓ

M&A 既存モデルとのシナジーを目的とした提
携・買収

シンガポール POON RESOURCES
を連結子会社化 ʓ

SDGs対応 コメダ式サステナビリティ活動 地域密着活動数28倍 ʓ

財務価値の
維持拡大

成長性 EPS年平均成長率≧+13% 12.8% ˛
収益性 ROIC 最終年度≧11.5% 11.8%（2025年度） ʓ
財務健全性 自己資本比率 最終年度≧40% 45.2%（2025年度末） ⿛
株主還元 総還元性向 累計≧50% 50.9%（5年累計） ʓ

◎目標超過　〇目標達成　▲未達成

中期経営計画
VALUES 2025（2021-2025）振り返り

தܦظӦܭը

コメダブレンド

常連のお客様が増加

企業価値の向上
地域の発展 
より良い社会の実現

7"-6ES 2025

lくͭ Ζ͗zで、人と地域と社会をͭな͙

店舗で人と人がつながり、
地域・社会のインフラに

地域コミュニティのハブになり、
店舗の収益向上につながる

店舗での日々のQSC推進で、
お客様の満足度を向上させ、
“くつろぎ”を磨き続ける
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お客様第一を貫きながら、既存事業の深化と新領域への成長投資を推進します。
重点施策を着実に実行し、上場前年比2倍となる営業利益130億円の実現を目指します。

※コメダの匠：当社グループ独自の研修プログラム課程を修了し、検定に合格した者

※1 �KGI（Key Goal Indicator）は「重要目標達成指標」の略で、本中期経営計画期間における達成すべき指標です
※２�KPI（Key Performance Indicator）は「重要業績評価指標」の略で、目標達成の進捗状況を数値で計測・評価
するための指標です

தܦظӦܭը

達成に向けた取り組み

私たちは、ミッションである“心にもっとくつろぎを”の実現に向けて

人と人、人と地域、そして世界をつなぎ、その価値を広げていきます。

お客様、パートナー、そして地域コミュニティとともに、“KUTSUROGI”を世界へ。世界中の人々へ。

CONNECT 2030は、その挑戦への設計図です。

テーマ
重点施策 概要／定量目標中期経営計画

VALUES 2025
新中期経営計画

$0//&$5 2�3�

既存モデルの
拡充

͓٬༷ୈҰの継続と
࣋続తな成長の௥ٻ

店舗におけるQSC向上と
DX投資によるブランド強化 コメダ式フルサービスの追求

地域に根差した多様な出店の
推進

グループ合計1,400店舗
（うち海外180店舗）

SCM機能の強化 製造・調達の最適化に伴う効率性の追求

新しい共創価値
の追求

͓٬༷΁の新し͍
価஋ڞ創

おかげ庵展開加速 都市圏を中心に50店舗以上へ出店拡大
海外事業のさらなる拡大 海外180店舗体制、営業利益10億円
ブランド活用による新規顧客の
獲得

コメダ珈琲店のブランド力を活用した
収益拡大

財務価値の
維持拡大

%9౤ࢿの加଎と
財຿基盤の強化

AI活用やDXヘの積極投資 業務プロセス改革とデータの利活用による
生産性の向上

積極的な資本施策の推進
による資本効率の維持

ROE13%以上維持、総還元性向50％以上
（中期経営計画期間累計）

M&A 新規業態獲得、サプライチェーン強化

l ,6TS63OG* zで、
人と地域と世քをͭな͙

CONNECT 2030
（2026-2030）

新中期経営計画
これから�年ؒ

஫力するऔり૊みですぞ

新中期経営計画の詳細については
こちらをご覧ください。

営業利益

130億円
（うち海外10億円/ 

CAGR+6.6%）

EPS成長率

+7.0%以上
※年平均

総還元性向

50.0%以上
※期間累計

従業員
エンゲージメント

スコア

B以上
※最終年度

（2025年度実績C＋）

ROE

13.0%
以上維持

店舗におけるQSC向上と
DX౤ࢿによるϒランυڧ化
コメダの匠※の育成、店長会議、福利厚生の充実など
を通して、QSCを支える人財づくりを推進。商品

開発や公式アプリ・ファ
ンコミュニティ等を通じ
た顧客ロイヤルティ向上
と、モバイルオーダー等
のDX推進で、既存店舗
の成長を加速します。

地域にࠜ しࠩた多様な出店のਪਐ
多様な都市立地への適応により出店余地を広げる
とともに、地域特性に即したお店づくりで店舗価値
を最大化。加えて、本部・FC加盟店双方の投資効
率を重視した物件選定を徹底することで、収益性と
成長性を両立し、“くつ
ろぐ、いちばんいいとこ
ろ”の持続的な拡大を図
ります。

おかげ庵ల開加଎
おだんごを焼くなど体験型の和喫茶ならではの強み
を活かし、コメダ珈琲店との差別化を実現。抹茶需
要やインバウンド需要の拡大を背景に、西日本を含
む新規出店と、FC展開
を本格化し、現在の18
店舗から、50店舗以上
への拡大を図ります。

SC.機能のڧ化
製造における在庫管理の自動化と社員教育により
コーヒー・パン・あんこの安全安心を強化。さらに
複数社購買の強化や物流網の最適化を進めること
で、コスト効率と供給の安定性を高めます。

ϒランυ活用による新ސن客の֫ಘ
コンビニ等でのライセンス商品展開や他社とのコ
ラボによる認知拡大を図るとともに、eGift市場で
ファンを新たに獲得。ライセンス商
品やコラボなどブランド活用と店
舗体験の相乗効果で、来店意欲を
高めていきます。

ւ֎ࣄ業の ら͞なる拡大
既進出国での着実な出店とブランド力向上、収益最
大化に加えて、POON RESOURCESのリソースを
活用してASEANを中心とした新規国に展開。人財

とガバナンスの強
化により持続的な
拡大を支える体制
を整備します。

KGI※1 KPI※2

コメダブレンド
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新中期経営計画はROE13.0％以上を目標に掲げ、成長投資を加速させるフェーズ
です。コメダ珈琲店やおかげ庵は、実績の積み重ねによる確固たる収益モデルを持
つ収益性を見込みやすい業態です。これに対し新業態の展開や海外M&Aには不確実
性が伴います。需要予測や人件費、不動産コストなど見極めるべき課題は多岐にわ
たり、一度実行すれば撤退にも相応の費用がかかります。だからこそ、案件ごとに、
ROICなど投資収益性指標を活用し、十分な事前検討と事後の継続的なモニタリング
を行うことが益々重要になります。私は社外取締役として、個々の投資が合理性を備
え、規律ある資本配分として実行されているかを独立した立場から監督してまいりま
す。リスクテイクなくして成長はありません。規律ある投資こそが資本収益性を高
め、株主価値の向上に結びつきます。

新中期経営計画では海外180店舗体制の実現が掲げられており、今後は拠点拡大と
ともに多様な人財の参画が一気に進みます。このような成長局面では、海外子会社と
の距離や商慣習・文化の違い等に起因する意思決定のずれなど、グループ運営上の歪
みが生じやすくなります。その中で重要なのは、グループとしての仕組み化と、海外
拠点の現場感覚をいかに両立させるかです。海外子会社の迅速な意思決定を尊重しつ
つ、意思決定プロセスの透明性の向上、第二線機能の強化、本社と海外拠点をつなぐ人
財の育成等を通じて、グループとしての一体感と規律ある運営体制を確保していく必
要があります。「CONNECT 2030」「“KUTSUROGI”で人と地域と世界をつなぐ」と
いうビジョンのもと、世界のコメダへの挑戦がグループとしての持続的な成長につな
がるよう、引き続き注視してまいります。

ブランドとは最終的には人の心の中でつくられるものであり、その質は社員一人ひ
とりの行動の積み重ねによって形づくられます。一方で、理念は掲げるだけでは行動
にはつながりません。誇りややりがいといったエンゲージメントの高まりが、理念を
自分ごと化した行動を生むと考えます。そうした行動こそが“くつろぎ”を支える、コ
メダブランド成長のカギです。
挑戦する風土やボトムアップの文化が根付き始めた今、理念が行動基準として機能
すれば、現場が主役の組織風土が育まれます。現場の空気感や熱量は店舗体験の質の
向上に直結します。私は、伝えることや人を育てる仕事に携わってきた者として、理
念が行動として根づいているかを注視し、取締役会に問いかけ続けます。その積み重
ねが、より良い“くつろぎ”につながることを期待しています。

ւ֎180店舗を支えるガバナンスのཁఘ

理೦をʮࣗ分͝とʯにする人づくり

தܦظӦܭը

VALUES 2025の期間において自己資本比率は45.2%まで向上し、財務基盤の強化が進みました。この積み上
げた財務体質は、新中期経営計画における還元の安定性を支える背景となります。今後、大型投資の実行や原材料
高といった単年の業績変動リスクを想定しつつも、この強化された財務基盤を活かし、5年間の期間累計では確実
に総還元性向50.0%以上の達成を目指します。利益成長に応じた段階的な増配とともに、市場環境に応じた自己
株式取得を組み合わせることで、中長期にわたる安定的かつ持続的な株主還元を実現していきます。

継続した成長へ向けた投資の実施（株主還元50%以上は堅持）
キャッシュイン キャッシュアウト

財務レバレッジ/負債調達

営業キャッシュフロー
（5年累計）

ʴ໿500ԯԁ 投資/還元原資
▲�00ԯԁ

株主還元
（配当＋自己株式取得）

˛200ԯԁ

既存事業投資
▲200ԯԁ

M&A/新規事業
▲300ԯԁ

成長投資
▲500ԯԁ

〉〉

社֎取締役（監査౳ҕһ）
,G*ୡ成を支える、ࢿ本഑෼と財務価値の拡大 Message

from

നാ ঘࢤ社外取締役 

ඌా ஌ѥ記社外取締役 

社外取締役 松ా ๎ܙ

本特集では、新中期経営計画の議論において重視
された論点を、各専門分野の視点から読み解きます。

ւ֎180店舗を支えるガバナンスのཁఘ

理೦をʮࣗ分͝とʯにする人づくり

成長౤ࢿの࣭を໰͏財຿の؟

成長౤ࢿを可能にするキϟッシュ・アϩέーション
営業活動から創出されるキャッシュフロー約500億円を基軸に、財務レバレッジを活用する余地を確保し、成

長投資と株主還元の両立を図ります。既存事業の強化、新領域への投資、M&A、DX投資など、KGI達成に必
要な投資を継続的に実行できる財務余力を確保します。M&A等の戦略投資枠としては約300億円を見込みます
が、投資計画の進捗や事業環境の変化に応じて最適な資本配分を達成すべく柔軟に対応していきます。

当社は、既存事業のさらなる強化と新たな成長領域への投資を通じて、グループ連結営業利益130億円の実現
を目指しています。そのため、成長戦略を確実に実行可能なものとする最適な資本配分（キャッシュ・アロケー
ション）と財務基盤の構築を、CONNECT 2030の中核に据えています。

国内外の出店投資
自社製造設備投資

DX投資

M&Aを含む厳選した
戦略投資の実施

※追加還元への資金配分も検討

中期経営計画期間累計
総還元性向50％以上実施
※さらなる資金調達も含めた
   最適な資本構成を検討

続ܧ方針のݩ実な株主ؐݎ、化͞Εた財務基൫に基づくڧ

コメダブレンド

株主還元／配当方針

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026-2030年度
計画

5451

2,353 2,399 2,429 2,456 2,731
100 100 1,000 1,000

52 53
60

配当総額（百万円） 自己株式取得額（百万円） 1株当たり配当金（円）
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中期経営計画「VALUES 2025」の最終年度にお
いては、売上収益・営業利益は過去最高を更新し、
ROIC・自己資本比率・総還元性向に関する目標を
達成することができました。一方で、郊外ロードサ
イド型を中心とした店舗の建築コストの上昇などに
より、FC加盟店様の収支計画が立てづらくなり、
店舗数は目標としていた1,200店舗に50店舗届き
ませんでした。加えて、コーヒー豆や乳製品などの
原材料価格が想定以上に上昇し、卸売価格の改定に
よってもその影響を吸収しきれなかったことが利益
を圧迫しました。
このような環境変化から、新規出店について、郊

外ロードサイドに比べて出店コストが低く働き手も
確保しやすい都心ビルイン型や駅チカ・ショッピン
グセンター等への出店に重心を移すなど多様な立地
での店舗展開に取り組んでおります。2026年度は
35店舗以上の店舗数純増を予定しております。

தܦظӦܭը CFOメッセージ

株式会社コメダホールディングス
専務取締役CFO

7"-6&S 2025の財務૯ׅ
成Ռと՝୊

新தܦظӦܭըの財務戦略
Ӧ業利ӹの成長とࢿ本効率の向上

キϟッシュ・アϩέーション
成長とؐݩの全体૾

エンゲージメントの向上
lくͭ Ζ͗ zを創る人を支える

お客様、FC加盟店様、株主のօ様へ

「ऩӹ力」と「ࢿ本഑෼」で
CO//&CT 2030の 
財務基൫をஙき·す

ਗ਼ਫ ޺थ

新中期経営計画「CONNECT 2030」では、営業
利益そのものを成長させることで収益性を高めるこ
とを財務面の最大のテーマとしています。前中期経
営計画では利益の数値目標を設定しておりませんで
したが、本計画では営業利益をKGI（重要目標達成指

CONNECT 2030の5年 間で創出する営業
キャッシュフローから、成長投資に約500億円を
充てることを想定しています。内訳は、国内外の新
規出店や自社工場の製造機能の強化など既存事業投
資に約200億円、M&Aや新規事業への投資枠とし
て約300億円を見込んでおります。海外事業にお
いては、180店舗体制の確立と営業利益10億円を
目標としています。POON RESOURCESのリソー
スを活かしたシンガポールでのコメダ珈琲店の出店
を目指しているほか、台湾をはじめ既存の進出国で
も着実に収益基盤を強化するとともに、タイなど
ASEANを中心とした新規国への出店もチャレンジ
していきます。国内では、おかげ庵を現在の18店
舗から都市圏を中心に50店舗以上へ拡大し、FC展
開も本格化させます。
株主還元については、前中期経営計画に引き続
き、配当および自己株式の取得を通じた総還元性向
50%以上の方針を堅持いたします。成長投資と株
主還元の最適なバランスを追求し、持続的な企業価
値の向上を目指してまいります。

エンゲージメントスコアの目標は業界水準のＢ以
上です（2025年度実績Ｃ＋）。社内サーベイからは
「キャリア機会の提供」と「挑戦する風土」に課題
があることが浮かび上がりました。これまで各本部
が個別に行っていた研修を「コメダ大学」として全
社横断の仕組みに再編し、必修・選択を組み合わせ

お客様に「また来たい」と感じていただける店舗
体験を維持・向上させることが、すべての財務戦略
の出発点です。 当社グループの競争力の源泉である
FC加盟店様との信頼関係を守り、安心して店舗運
営に専念できる環境をつくるために、データに基づ
くきめ細やかな原価管理やDXの取り組みなど、FC
加盟店様の利益を守り続けることが本部の責務であ
り、私の責任です。「稼ぐ力」を磨き、「資本配分」
の規律を守り、「人を育てる仕組み」を整える。こ
の3つを財務戦略の柱として、営業利益130億円、
ROE 13.0%以上の達成に向け、着実に企業価値を
高めてまいります。お客様、FC加盟店様、株主の皆
様、そしてともに働く仲間たちに、数字で応えてま
いります。

標）として明確に掲げました。これが前中期経営計
画からの最も大きな変化です。
あわせて、財務の重点指標を自己資本比率から
ROEに切り替えます。これは、単に指標を入れ替
えるということではなく、営業利益の成長によって
「稼ぐ力」を高めながら、資本効率の向上にも取り
組むという、攻めの姿勢への転換を意味しています。
その背景には2つの理由があります。
1つ目は、のれんに対する守りの局面を終えたこ
とです。当社はこれまでの経緯により約380億円
ののれんがバランスシートに計上されておりまし
た。前中期経営計画で自己資本比率40%以上を目
標に掲げたのは、のれんの金額を上回る自己資本を
確保するためでした。現在はその目標を達成してお
り、ここから先は資本効率の向上に軸足を移してま
いります。
2つ目は、M&Aによる成長投資において負債調
達も活用していく方針としたことです。過去の借入
金の返済が進み借入余力が生まれておりますので、
自己資本を過度に積み上げるのではなく、財務レバ
レッジを適切に活用しながら資本効率を高めてまい
ります。なお、M&Aを推進する以上、新たなのれ
んの発生は当然に想定しております。のれんの増加
も織り込んだ上で資本効率を維持・向上できる水
準を見極めながら、投資判断を行ってまいります。
ROE 13.0%以上の水準は、資本コストを上回る収
益性を安定的に確保するための目標として設定して
おります。また、営業利益の成長を通じてEPSの継
続的な拡大にも取り組んでまいります。

コメダブレンド
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た科目制を導入します。個人の成長を支える仕組み
を、組織として持続できるかたちに体系化します。
採用についても見直しを進めています。中途採用中
心の体制から新卒採用を拡大するとともに、店舗配
属の社員がどのようなキャリアを描けるかを明確に
し、多様な職種への入口を広げることで、「この会社
で成長できる」という実感を持っていただける環境
を整えます。
DXへの投資も加速させます。モバイルオーダー
やAIによる売上予測は、お店のスタッフの業務負担
を減らし、お客様へのおもてなしに集中していただ
くためのものです。2026年２月末時点で公式アプ
リは827万ダウンロードを超えました。スタンプを
貯める楽しみやプッシュ通知による来店のきっかけ
づくりなど、お客様との日常的な接点を増やせるこ
とこそ、当社らしいデジタル活用だと考えています。
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私が台湾事業の推進を託された際、与えられたの
は「台湾を軌道に乗せる」というシンプルなミッ
ションと大きな裁量でした。右も左も分からない異
文化の地で、私が判断の拠り所にしたのは、企業理
念でした。
現地のお客様に“くつろぐ、いちばんいいところ”

を提供するために何が必要か。加盟店オーナー様一
人ひとりと膝を突き合わせ、数時間に及ぶ対話を重
ねながら、商慣習の違う中での「共存共栄」を再定義
していきました。その過程で、本社の商品部をはじ
めとする各部署からの全面的なバックアップがあっ
たことも、挑戦を支える大きな後ろ盾となりました。 

いもの、変えるものは、お客様のニーズと企業理念
から判断していきました。

理念に基づいた対話と店づくりは、スタッフ教育
にも活かされています。1年勤めれば職務経歴に傷
が付かないと言われる台湾において、2年、3年と
残ってくれるスタッフが増えてきたのも、コメダ流
の「おもてなし」を丁寧に落とし込むことで、彼ら
にとっても誇りを持てる仕事として受け入れられた
成果です。同時に、ともに働くスタッフを裏切りた
くないという想いが、私を突き動かす原動力ともな
りました。
CONNECT 2030では、海外180店舗体制を掲

げています。当然、進出先ごとに最適解は異なりま
す。しかしながら、理念と対話は裏切りません。そ
の土地の文化を深く知り、腹を割った対話により信
頼を勝ち得る。理念は譲らず、手法は柔軟に。今後
は、台湾で培ったノウハウを、国内・ASEAN展開に
おける強力な武器にしていくフェーズを担っていき
ます。

台湾の市場環境において、私が最もこだわったの
は立地です。加盟店オーナー様に確実に利益を出し
ていただくために選び抜き、不動産業者に「伴さん
は卵の黄身しか食べない（台湾の言葉で「いいとこ
どり」）」と揶揄されたこともあります。 
また、建設コストの最適化を図りつつも、コメダ
珈琲店ならではの温かみのある空間デザインには妥
協しませんでした。お客様にコメダ珈琲店を選ぶ理
由を尋ねたことがあります。答えは「しっかりした
ソファーや、安心して過ごせる空間が良いから」。
コメダ珈琲店の“くつろぎ”の空間は、台湾の地でも
確かな優位性があったのです。
一方、現地の文化に即し、一部店舗では「先会計」
を導入するなど、柔軟な調整を行いました。変えな

コメダ珈琲店 淡水捷運店

தܦظӦܭը

01
「ෆ変の理೦」を෢ثに、

対話͕導く価値創造
株式会社コメダ 執行役員 営業本部長　伴 武文

信頼関係は、理念と対話から

「理念の翻訳」が、
持続的な成長の武器になる

「変えない」のために、「変える」 

当社はこれまで、マニュアルに依存せず、「お客様一人ひとりに向き合う現場の判断」を積み重ねること
で独自の体験価値を築いてきました。人財が自ら考え、状況に応じて判断してきた力は、当社の成長を支
えてきた重要な基盤です。
一方、新中期経営計画「CONNECT 2030」で取り組む海外事業や新業態の展開は、従来の延長では

対応しきれない領域への挑戦でもあります。ここでは、これまで培ってきた現場の自律性を起点に、市場
や環境の変化を捉えて行動できる主体性が、これまで以上に求められます。
こうした主体的な挑戦が個人の経験にとどまらず、組織の知見として蓄積されていくことが、生産性の

向上につながると当社は考えています。
CONNECT 2030では、人財の育成とエンゲージメントの向上を重要な目標として掲げました。安定

した現場力を大切にしながら、変化に向き合い、自らの役割を拡張していく人財を育てていくことが、当
社の人財基盤強化の考え方です。
次のページからは、現場で挑む2つの実践と、挑戦を支える視座を、3つのCONNECT Storyとしてご

紹介します。

CONNECT 2030の人財戦略
ʙ挑戦する人財͕、戦略を現実に変えるʙ

ւ֎ࣄ業ʵ୆࿷

「ෆ変の理೦」を෢ثに、
対話͕導く価値創造

おかげ庵 社֎取締役の؟

ҟ能の༥合͕୓く、
ϒランυの最લઢ

個をڧくする と͕͜
૊৫をڧくするとい͏͜ と

人財戦略
主体性を基盤とした人財の育成

支える

CONNECT 2030
コメダ珈琲店を強化しつつ、おかげ庵をはじめとする

多ブランドを育成し、海外展開も推進̶̶多軸での成長へ

新中期経営計画

02 03
CONNECT Story CONNECT StoryCONNECT Story

01

P.33 P.34 P.36

CONNECT Story

コメダブレンド

異文化の中でコメダらしさをどう根付かせるのか。
文化の融合と再現化の現場を追いました。
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おかげ庵は、当社がコメダ珈琲店に続くブランドとして展開を進めてきた業態です。
CONNECT 2030で50店舗体制・FC本格展開を掲げた今、
おかげ庵成長の立役者杉野と、その後の世代として営業を担う大道寺、企画を担う原との
対談を通して、次の成長を担う体制と、その土台にある考え方に迫ります。

ҟ能の༥合͕୓く、ϒランυの最લઢ

株式会社コメダ
取締役 営業企画本部長

杉野 正貴

株式会社コメダ
おかげ庵推進部 部長

大道寺 秀紀

株式会社コメダ
おかげ庵推進部 課長

原 啓祐

コメダ珈琲店で培ってきた“くつろぎ”の空間に加え
て、お客様が客席でご自身で焼けるおだんごや抹茶な
ど“日本”の情緒を懐かしくも新しく楽しめる喫茶店
です。 お客様自身が手を動かす「楽しさ」と、客層を
絞り込まず、老若男女、国籍を問わず楽しむことがで
きる独自のビジネスモデルが強みです。心満たす「時
（トキ）」と「間（マ）」を、もっと多くのお客様へ。

焼く、語る、味わう—
   「和」の体験が生む価値
杉野　おかげ庵は日本の文化を楽しんでもらう和
の喫茶店です。おだんごを自分の手で焼いて、醤油
をつけて。体験が会話を、会話が“くつろぎ”を生
みます。
原 おかげ庵拡大の戦略に至るまで、さまざまなテ
ストを行ってきたと聞いています。
杉野　コメダ珈琲店とお客様を取り合わないよう、
おかげ庵だからこその価値を創り上げてきましたか
らね。隣同士に出店してもお客様に使い分けていた
だけるよう念入りにテストしました。
原 インバウンドを契機に国内で日本文化の価値が
見直されている今、次の段階に進めるときですね。

体験価値とオペレーション
大道寺 おかげ庵の出店を検討されている加盟店
オーナー様から最初に出るお声は「コメダ珈琲店と
何が違うのか」「難しそう」の２つ。だからまずは体
験いただくことをお勧めしています。メニュー数、
調理オペレーション、人の配置等コメダ珈琲店と同
じです。教育期間や必要人員数も同じです。コメダ
珈琲店を営まれている加盟店オーナー様、スタッフ
の方でもご対応できるように設計しています。
杉野　自分でおだんごを焼く体験は、お客様の満足
につながる一方で、オペレーションを複雑にしない。
大道寺 コメダ珈琲店から異動してきたスタッフが
意外とシンプルですねと驚くほどです。

おかげ庵の「あたりまえ５カ条」
大道寺 お客様参加型だからこそお客様とスタッフ
の会話が重要だと考えています。直営店では3年前
からおかげ庵の「あたりまえ５カ条」として声掛け
を徹底しています。お客様とのトークはスタッフの
やりがいにもつながりますから。
杉野　大道寺さんは店舗スタッフのやりがいについ
てもよく知っているから安心して任せられます。
大道寺 それは杉野さんから本店の店長を経験させ
てもらえたからですね。半年間、食事も甘味も仕込
みも全部やって、現場で何が起こるか、何がうれし

いかを身体で知っていますから。
原 企画担当が自分の企画を優先したくなるときに
も、大道寺さんが「店舗優先だよ」という空気を出
してブレーキをかけてくれるんです。僕は空気を読
むのは得意なので、察します。

「和」を楽しみ、広げる喜び
杉野　今後のおかげ庵のブランド向上に必要なのは
日本の文化が好きな人です。伝統文化に興味を持っ
て、自分で調べて形にする人。原さんたちだね。
原 はい。商品開発において大事にしているのは、
お腹を満たすだけではなく、ブランドストーリーと
いう付加価値を感じていただく取り組みです。食べ
物はお腹に入ってしまえば結局は一緒なのかもしれ
ません。でも、その背景にある話や成り立ちを知る
と、満足の質が変わる。
杉野　おかげ庵は「甘味が楽しめる喫茶店」に始ま
り「和のくつろぐ、いちばんいいところ」、そして
今、「日本を象徴する喫茶店」を目指すときです。
原 和の文化や、日本人の心は非常に重要ですね。
田舎の縁側や畳の部屋で寝転がるような「“くつろ
ぎ”の原風景」を感じてもらいたい。
大道寺 そのためにも、ブランドストーリーを直営
店スタッフや加盟店オーナー様に浸透させて、拡げ
ていきたいです。

50年先につなぐために
杉野　おかげ庵は挑戦の連続でつくられています。
次の世代、さらに先まで続くように、常に新しい挑
戦を続けていく文化を廃れさせてはいけません。
大道寺 営業部門としては、杉野さんにまだまだ学
びながら、おかげ庵の礎を語り継いでFC加盟店や
次世代スタッフと文化を広げていきたいです。
原 企画担当は誰も歩いていない道を切り拓き、ブ
ランドを好きになってもらえるようにする仕事。
おかげ庵はまだまだ未踏の地だらけなので腕が鳴
ります。
杉野　おかげ庵の可能性は無限大です。おかげ庵の
魅力をたくさん創造し、拡げていきましょう。

தܦظӦܭը

おかげ庵の概要

Case Study

コメダ和喫茶 おかげ庵 本店

CONNECT Story

02

コメダブレンド

おかげ庵スタッフの
「͋たΓ·え5カ৚」

1. 元気で明るくあいさつします

2. 商品提供時のトークは必ず行います

3. �ご注文をお伺いする際には、
　提供のタイミングを必ず確認します

4. �焼き物の説明・その他付属品の
　説明を必ず行います

5. �中間サービスの際には、
必ずテーブル状況の確認をします
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個をڧくする͜と͕
૊৫をڧくするとい͏͜ と

தܦظӦܭը

“くつろぎ”という理念の力
“心にもっとくつろぎを”という企業理念を掲げ
ていること自体が、すごいことだと思います。企業
としてここまで言い切るのは、なかなかできること
ではありません。
実際に店舗に足を運ぶと満席であることが多く、

この会社は理念が生きているんだなと感じました。
創業者の想いを受け継ぎ、日々の判断や声掛けの積
み重ねによって文化を守ってきた。制度や仕組みだ
けではなく、人の力によって支えられている企業だ
と実感しました。
私はその“くつろぎ”を好きだと言って入ってく

る人財を大事にすべきだ、と考えています。だから
こそ「足元を固めるために、プロパー社員を下から
引き上げ、経営層に育てる仕組みを急ぎ構築しなけ
ればならない」と社長にも進言しています。内なる
求心力となる次世代リーダーの育成体制を厳しく審
議し、答申をすることが私の役割です。

闊達な議論と一枚岩
今後、グループ会社が増加し事業が多角化する過

渡期において、セクションの壁は成長の阻害要因と
なり得ます。組織を「一枚岩」にするために、ジョ
ブローテーションなども含め、他部署の痛みや知見
を知ることが極めて重要です。
特に経営を担う役員は、管轄部署の利益にとらわ

れず会社全体を俯瞰しなければなりません。その上
で、“くつろぎ”の精神を軸に据えつつ、変化し続け
る世の中に既存事業をどう適応させ、一歩先を行く

のかを徹底的に議論することが求められます。
最近では、取締役会などの場で、役員同士が部署
の垣根を越えて大局的な意見を戦わせる場面が増え
ており、非常に良い変化が起き始めていると感じて
います。真に強い組織へと進化するこのプロセス
を、引き続き後押ししていきます。

挑戦する人を支える風土
これからのグループに必要なのは、失敗を恐れず
自発的に挑戦する人財です。熱量ある人財の声を丁
寧に吸い上げ、その声を実際の挑戦につなげていく。
その際、上司がまず耳を傾ける姿勢を持つことが出
発点になります。失敗しても、拾ってもう一度やら
せる。その積み重ねが人を育てます。自分の弱みは
わかっていても、強みには意外と気づいていないも
のです。外部研修やセミナーで外に出ることで、自
分自身を客観的に見つめ直し、一回り大きくなりま
す。素直に自分と向き合うこと。それが成長につな
がります。また、当社ブランドのお客様には女性も
多くいらっしゃいます。女性のお客様の声を商品や
サービスに反映していくためにも、女性が活躍し続
けられる環境づくりが必要だと考えています。
一人ひとりの個性が報われる公正な評価や人への
投資が、仕組みとして正しく機能しているか。上司
の「目利き力」が育っているか。人財戦略委員とし
て、一人ひとりの個性を活かす視点から、グループ
の持続的な成長につながるよう、人財戦略の議論に
貢献していきたいと考えています。

「“KUTSUROGI”で、人と地域と世界をつなぐ」
̶CONNECT 2030が掲げる目指す姿の実現と、

サステナビリティへの取り組みは切り離せないものです。

“くつろぎ”は、安全安心な商品やサービス、地域との信頼関係、

それを支える人財、そしてすべての土台となる環境によって支えられています。

コメダグループは、これらを大切にしながら、“くつろぎ”を将来へとつないでいきます。

サステナビリティに対する
基本的な考え方

SUSTAINABILITY

続けますぞ！

ミックスサンド

ソフィア

コメダブレンド

Case StudyCONNECT Story

03

現場で道を切り拓く2つの挑戦に続き、3つ目のStoryは視点を変えて、
挑戦する人と組織を外側から支える社外取締役の声をお届けします。
人財戦略委員会の委員として、当社の「個と組織」への期待を語ります。

社外取締役　牛膓 栄一

サマージュース
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新マテリアリティとコミットメント
テーマ マテリアリティ コミットメント

くつろぎを
ともに創る

商品・サービスの安全安心の追求   商品・サービスのすべてにおいて、安全安心を追求し、お客様
との信頼関係を構築する。

お客様の体験価値の追求   多様化する社会のニーズに応え、お客様に付加価値を提供する。

地域コミュニティとの共生   地域の活性化に貢献できる店舗を国内外に拡大する。

くつろぎを
創る人を支える

安全で働きやすい職場の実現   健康で多様な働き方ができる職場環境の整備と企業文化を
確立する。

多様な人財の活躍と成長支援   ダイバーシティ経営を推進し、次代を担う人財を育成する。

人権の尊重   サプライチェーン全体で人権に関する取り組みを推進する。

くつろぎの
環境を守る

自然環境の保全   資源循環の推進、水資源と生物多様性の保全を通して、環境
負荷軽減に努める。

気候変動への対応   サプライチェーン全体で気候変動の緩和と適応を推進する。

当社は、事業の持続性と中長期的な価値創造に直
結する領域を、経営の重点テーマとして選択し、マ
テリアリティとして位置づけています。
2025年度には、当社グループを取り巻く事業環

境の変化および新中期経営計画の方向性を踏まえ、
マテリアリティを見直し、重点テーマを8つに再整
理しました。

各マテリアリティは、リスク管理ならびに指標と
目標と連動させながら管理し、事業活動を通じて実
行していきます。
また、組織運営分野の課題を各マテリアリティの
前提として特定し、コーポレートガバナンスの強化
に取り組んでいます。

戦略

マテリアリティ特定・見直しプロセス

 STEP  

1
課題の抽出
国際的なガイドラインや評価機
関からの調査項目を参考に、検
討すべき課題を抽出。

 STEP  

2
優先順位づけ
社会軸（関心・期待・要請）と事
業軸（事業への影響度）の評価
で、マトリクスを作成。

 STEP  

3
妥当性の確認
サステナビリティ委員会や外部ア
ドバイザーにより、マトリクスの
妥当性を確認。

 STEP  

4
特定
サステナビリティ委員会や取締
役会による協議を経て、マテリア
リティを決定。

新マテリアリティのマトリクス図

コメダのマテリアリティ 8項目

 くつろぎをともに創る
 くつろぎを創る人を支える
 くつろぎの環境を守る

上記の前提となる組織運営の基盤としての取り組み
● 最適なコーポレートガバナンスの追求 ● リスクマネジメントの確立
● 企業倫理の徹底と腐敗防止 ● 情報開示と透明性の向上

事業への影響度

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
要
請
・
期
待

安全で働きやすい職場の実現 商品・サービスの安全安心の追求

自然環境の保全 多様な人財の活躍と成長支援

人権の尊重 お客様の体験価値の追求

気候変動への対応 地域コミュニティとの共生

サステナビリティ

取締役会の直下に設置されているサステナビリ
ティ委員会は、委員長を務める代表取締役社長CEO
と、代表取締役社長CEOが任命する取締役によっ
て構成され、四半期に1回および必要に応じて開催
しています。サステナビリティ推進部は事務局とし
て各事業本部と連携し、グループ全体のサステナビ
リティ活動に関する目標を設定し、進捗状況をモニ
タリングするとともに、達成内容を評価し、取締役
会に対して、サステナビリティに関する報告および
提案等を行っています。
2025年度は4回開催し、主にマテリアリティの

見直しについて審議を行いました。

気候変動をはじめとするサステナビリティに関す
るリスクは、サステナビリティ委員会とリスク対策
委員会が連携して特定・評価の上、管理を行ってい
ます。両委員会における審議事項のうち、重要な事
項やリスク管理に関する状況等は定期的に取締役会

に付議または報告しています。これにより、サステ
ナビリティに関するリスク管理の有効性について監
督を受けています。

P.56 リスクマネジメント

グループ各社

取締役会

ガバナンス

リスク管理

リスク対策委員会
（任意設置委員会）

委員長：代表取締役社長CEO

委　員：代表取締役社長CEOが
任命した取締役

事務局：サステナビリティ推進部

サステナビリティ委員会

100年先の“くつろぎ”のために
サステナビリティ経営を行っておりますぞ！
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KPI 2025年度
実績対象範囲 2030年度

目標
新マテリアリティとKPI

2025年度までは3つのテーマと13のマテリアリティでサステナビリティの取り組みを進めてきました。
2026年度以降は3つのテーマと8つのマテリアリティ、13のKPIに則り、サステナビリティ経営を進めていき
ます。

旧マテリアリティの振り返り

サステナビリティ

人と働きがい 環境

● 労働安全衛生の向上
● 人財の確保と成長を支える環
境整備

● 多様な人財の活性化
● 良好な雇用関係と適正な労働
条件

● 差別とハラスメントの撲滅

● 廃棄物削減と資源循環の推進
● 気候変動への対応
● サプライチェーンにおける環
境と社会への配慮

品質とお客様

● 商品・サービスの安全・安心の
追求

● 多様な消費者ニーズへの対応
● 心と体の健康への貢献
● コミュニティへの参画と投資
● 持続可能な消費に関する教育
と啓発

品質とお客様

食の安全・安心確保、新商品・サービス拡充、出店と店舗運営を通じた
コミュニティ形成の推進
• 4拠点にて食品安全規格「JFS-B認証」取得。
• コラボによる季節商品を多数用意。新ブランドを続々オープン。
• FC加盟店様とともに全国で年間350件以上の地域密着活動を実施。

人と働きがい

多様な人財が活躍できる職場環境を整備し、ハラスメントを撲滅、
ダイバーシティ経営を推進
• 労働安全衛生に加えさまざまな福利厚生を整備。
• 海外の日本語学校と連携した特定技能人財の受入支援。
• 全社教育機関「コメダ大学」を設立し、ノウハウを体系化。

環境

資源循環、脱炭素、サプライチェーン全体での持続可能な社会の実現を推進
• コーヒー粉、パン残渣、麻袋等の再利用を推進。
• 省・再・創エネを推進し、太陽光パネル設置数3工場29店舗（FC加盟店含む）。
• ブラジルのコーヒー豆農園の現地視察を実施。

テーマ 取り組み総括

く
つ
ろ
ぎ
を
と
も
に
創
る

商品・サービスの
安全安心の追求

新商品のPB（プライベートブランド）
製造工場監査合格率

株式会社コメダ／
株式会社琉球コメダ 100% 100%

お客様の
体験価値の追求

「コメダの匠」在籍店舗数
株式会社コメダ／
株式会社琉球コメダ
（FC加盟店含む）

618店舗 980店舗

コンテスト参加店舗数
株式会社コメダ／
株式会社琉球コメダ
（FC加盟店含む）

912店舗 1,100店舗

地域コミュニティ
との共生

店舗数 グループ全体
（FC加盟店含む） 1,150店舗 1,400店舗

出張授業参加児童数※1 グループ全体 延べ
2,500名

延べ
3,500名

く
つ
ろ
ぎ
を
創
る
人
を
支
え
る

安全で働きやすい
職場の実現

有給休暇取得率 グループ全体 63.3% 70.0%

男性の育休等取得率 グループ全体 93.3% 100%

多様な人財の
活躍と成長支援

従業員エンゲージメントの向上※2 株式会社コメダ／
株式会社琉球コメダ スコアC+ スコアB以上

女性管理職比率 グループ全体 24.9% 30.0%

人権の尊重 コーヒー豆調達における
現地監査合格率

株式会社コメダ／
株式会社琉球コメダ 100% 100%

く
つ
ろ
ぎ
の
環
境
を
守
る

自然環境の
保全

工場排出コーヒー粉再利用率 株式会社コメダ／
株式会社琉球コメダ 97.2% 100%

「コメダの森」※3整備区域 ̶ 12ha 28ha

気候変動への
対応

CO2排出量（Scope1,2,3）削減
（2015年度比） グループ全体 75.8%増加 50.0%削減

指標と目標

今までも、これからも
変わらない想いを

大切にしていきますぞ！

※1 2019年からの累計
※2 従業員エンゲージメント調査：総合スコアの業界水準比較
※3 コメダの森：コメダが木のぬくもりを持続させるため、保全活動を行う三重県菰野町の森
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くつろぎをともに創る
「コメダの匠」認定

お客様の体験価値の追求

当社は、コメダらしいおもてなしを深く理解し、後進に指導できるスタッフを「コメダ
の匠」として育成・配置する取り組みを推進しています。2025年度は1店舗に複数名
を配置するための研修体制を整備。現在コメダの匠は全国618店舗に在籍しており、
お客様の体験価値追求に向けて、人財の育成と体制強化を進めています。

コンテストを通じたQSCの底上げ

DXを通じた「時間」と「利便性」の創出 多様なニーズへの対応

徹底した衛生管理

▲�福岡県宗像市にある株式会社コメ
ダ九州コーヒー工場。安全安心を
前提に、持続的な品質向上を目指
す製造拠点

まずは安全安心。
その積み重ねで地域に愛される

お店をつくるのですぞ！

一部店舗ではセルフレジの検証を開始し、店舗オ
ペレーションのデジタル化で創出した「時間」を、
よりお客様の満足につながる接客に活用しています。
また、2025年度はモバイルオーダー導入店舗を
771店舗へ拡大、利用率は約10.8%と伸長しました。飲食を提供する企業として食の安全安心の確保は最も重

要かつ永続的に取り組むべき課題です。国内の全ブランド
店舗でHACCP※1に対応した衛生管理を徹底、さらに工
場では外部検査機関による定期的な衛生検査を実施してい
ます。2025年度は、新たに九州コーヒー工場がJFS-B認
証※2を取得し、国内の取得拠点は4拠点となりました。
※1 �食品を製造する際に工程上の危害要因を分析・管理して安全を確保する手法
※2 �食品安全マネジメントシステム（FSM）、ハザード制御（HACCP）、適正製造規範

（GMP）の3要素で構成される食品安全マネジメント規格

店舗数やエリアが拡大しても、ブランドとして一貫し
た“くつろぎ”をお客様に感じていただくために、接客や
キッチンオペレーションなど現場スキルを磨き合う各種
コンテストを継続しています。

スタッフが基礎知識から実践力までを段階的に高める
ことで、サービス品質のばらつきを抑え、コメダらしい
おもてなしを全店で実感できる体制を支えています。 ▲接客コンテスト

◀キッチンオペレーションコンテスト

〜ちょっと一息〜 ですくdeコメダ珈琲店 

▶︎九州コーヒー工場が取得したJFS-B適合証明書

お客様に安全で安心してお召しあがりいただくため、新たなPB（プライベートブランド）商品の製造委託先に
関し、厳格な基準で工場を選定し、納入に至るまでの製造工程から、納品後の店舗オペレーションへの影響まで
幅広い項目でリスク評価を行った上で実地監査を行っています。2025年度は監査件数12件のうち3件に対し
店舗オペレーションに関連する改善要請を行い、最終的に監査合格率は100%となりました。

商品・サービスの安全安心の追求

成長戦略への貢献 Next Step   

食の安全安心は、コメダブランドの根幹であり、お客様の“くつろぎ”を実現する絶対的な前提条件です。事
前のリスク評価に基づく厳しい工場選定と監査サイクルを回し、サプライチェーン全体での品質リスクを極
小化することで、新中期経営計画で掲げる「1,400店舗体制」の持続的な成長と、新業態を含む多角的な商品展
開をしっかり支え続けます。

成長戦略への貢献 Next Step   

多様化する商品・新業態の魅力と、DXで創出された時間を活かし、顧客の“くつろぎ”体験を最大化します。
また、コメダの匠の育成やコンテストを通して体験価値を向上させ、お客様に長くご愛顧いただき、持続的
な成長につなげます。

旬や季節を楽しめる商品の投入に加え、お客様の
利用動機や時間帯のニーズを捉えた新業態の開発を
通じ、新たな顧客体験を創出しています。また、ラ
イセンス商品等の展開により、店舗外でもブランド
を感じられる接点を拡大しています。

国内新商品のPB製造における工場監査合格率

マテリアリティ

目指す姿
（2030年度）

新商品のPB製造工場
監査合格率

100%

「コメダの匠」 
在籍店舗数

980店舗

コンテスト参加
店舗数

1,100店舗

店舗数

1,400店舗

出張授業
参加児童数※

延べ3,500名

実績
（2025年度） 100% 618店舗 912店舗 1,150店舗 延べ2,500名

商品・サービスの
安全安心の追求

お客様の
体験価値の追求

地域コミュニティとの
共生

2030年度 目指す姿と現在地

サステナビリティ

※2019年からの累計
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クルミッ子
コメダ
珈琲店

愛知県産
しらす

おかげ庵

地域コミュニティとの共生

2025年度はグループ全体で1,150店舗体
制へと拡大しました。単なる出店拡大ではな
く、地域の文化や記憶を意匠として受け継い
でいます。地元の方に愛されるとともに、訪
れる人にもその土地への親しみを感じてもら
えるお店づくりを大切にしています。

グループ店舗数の拡大と地域密着

制度とDXの両輪による労働環境改善

くつろぎを創る人を支える
FC加盟店主導の地域貢献と次世代育成

地域に根差したFC加盟店による自発的な地域貢献を推
奨し、優れた取り組みを「地元に貢献したで賞」として表
彰しています。また、本部では、小中学校への出張授業や
子ども食堂支援など、地域社会との継続的な関わりを推進
しています。出張授業への参加児童数は、2019年度から
の累計で2,500名です。

ご当地ブランドと共創しコメダらしい商品体験
として全国へ届けています。2025年度は、関東圏

（1都3県・156店舗）では神奈川銘菓である、鎌倉
紅谷様の「クルミッ子」とのコラボメニューを販売
し、大きな反響を得ました。また、おかげ庵では愛
知県産のしらすを季節限定のモーニングとしてご提
供。地域の魅力を広く伝えるとともに、双方のブラ
ンドが持つ価値を引き立て合っています。

育児・介護等休業規程の改定や
各部門での有休取得の目標管理に
より、ワークライフバランスを推
進しています。同時に、直営店で
のフルDX検証や本部でのRPA※

活用など、業務効率化を仕組みか
ら創出しています。2025年度の
有給休暇取得率はグループ全体で
63.3%、男性育休取得率は93.3%
でした。
※�Robotic Process Automation（定型業務

の自動化技術）

安全で働きやすい職場の実現

人の力なくしては、
くつろぎは生まれませんぞ

FC加盟店の労働環境向上支援

自社だけでなく加盟店での福利厚生の充実を図るため、FC加盟店のスタッフも利用可能な福利厚生サービス
「コメダクラブオフ」の導入を促進しています。2025年度は529店舗からの申込があるなど、コメダ全体での
就業環境の向上に取り組んでいます。

成長戦略への貢献 Next Step   

文化や地域との共創、FC加盟店主導の活動を重ね、地域に受け入れられる関係性を築いてきました。これが、
立地や業態が変わっても変わらない“くつろぎ”と、地域らしさを感じられる体験を支えています。

成長戦略への貢献 Next Step   

制度とDXによる働きやすい環境づくりと、FC加盟店も含めた支援を通じて、現場の安定運営を支えていま
す。こうした取り組みが、QSCの維持と、既存店の持続的な成長につながっています。

蔵造りの建物が点在するエリアに溶け込む“菱格子”の模様

マテリアリティ

目指す姿
（2030年度）

有給休暇
取得率

70.0%

男性の育休等
取得率

100%

従業員エンゲージ
メントの向上
スコアB以上

女性管理職
比率

30.0%

コーヒー豆調達における
現地監査合格率

100%
実績

（2025年度） 63.3% 93.3% スコアC+ 24.9% 100%

安全で働きやすい
職場の実現

多様な人財の
活躍と成長支援 人権の尊重

2030年度 目指す姿と現在地

SDGs活動に関する
出張授業& 
文化祭キッチンカー出店
コメダ珈琲店 三木青山店

コメダ珈琲店 浜松駅北店

ショッピングセンターでの
職業体験イベント参加

西日本西日本
加盟店舗賞加盟店舗賞

コメダ珈琲店 古淵駅前店

老人ホームで 
コーヒーの出張販売

東日本東日本
加盟店舗賞加盟店舗賞

中京中京
加盟店舗賞加盟店舗賞

注） �2022年度以前は株式会社コメダおよ
び株式会社コメダホールディングスのみ

有休取得率
（%）

（年度）202520242023202220210

25

50

75

100

63.363.064.860.364.0

育休取得率

女性

男性

（年度）20252024202320222021 20252024202320222021

93.3
62.5

50.050.050.0

100100100100100
有休取得率 育休取得率

サステナビリティ

ご当地銘菓との共創による地域の魅力の発信
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対話を通じたエンゲージメントの向上

サステナビリティ

多様な人財の活躍と成長支援

FCビジネスの持続可能性を支える人財確保に向け、FC店舗の人財課題に、本
部主導で取り組んでいます。採用ホームページの拡充やスポットワーカー活用に加
え、2024年度からはミャンマーの日本語学校のコメダクラスでオペレーション・
衛生管理などを学んだミャンマー人の特定技能実習生の紹介を推進しています。

2025年度までに、FC加盟店6店舗で計12名が活躍しています。

成長戦略への貢献 Next Step   

社員教育では、理念の浸透と運営ノウハウの体系化を基盤に、柔軟性と挑戦意識の向上を図っています。また、FC加
盟店に対しては人財確保支援に加え、理念とノウハウの共有および現場知見の水平展開を推進しています。こうした
取り組みにより培われた応用力が、新業態や海外展開への適応を可能にし、新中期経営計画の推進を支えています。

採用サイト
https://komeda-recruit.net/jobfind-pc/

全社員の自律的な学びや理念浸透、次世代のリーダー育成を担う全社
教育機関「コメダ大学」を開設し、階層別研修の体系化を進めています。
また、新中期経営計画の策定プロセスに次世代人財が参画するなど、成
長と挑戦が日常業務とつながる環境づくりに取り組んでいます。

女性管理職比率は24.9%であり、えるぼし（3つ星）
認定を取得するなど、年次・国籍を問わない能力主義
の登用を推進しています。2025年度は女性の部門長
5名・関係会社取締役2名を選任したほか、直営店にお
いても勤続年数を問わない抜擢や、特定技能人財から
の店長輩出を実現するなど、本部・店舗の双方で多様
な人財の活躍が広がっています。

エンゲージメント調査を通じ、組織の状態を定点的に把握するとともに、結果を各部門にフィードバックして
います。各部門では、その結果を踏まえて自ら課題を設定し、職場環境や業務プロセスの改善に取り組むサイク
ルを回しています。

2025年度のエンゲージメント調査のスコアはC+となりました。

2025年度の実績

コメダグループでは、「コメダホールディングス人権
方針」を新たに策定し、事業活動に関わるすべての人の
尊厳を大切にする姿勢を明確にしました。調達先には、

「サステナビリティ調達ガイドライン」に基づき、取引
額上位の一次サプライヤーへのヒアリング、特に製品の
主原料であるコーヒー豆のサプライヤーは重要な調達先
として現地監査を実施しています。例えば、児童労働や
強制労働がないか、ハラスメントや差別が行われていな
いかをチェックリストをもとに確認しています。

今後も継続的な監査と対話を重ねながら、サプライ
チェーンの先にいる一人ひとりの暮らしを想像し、人権
への配慮を着実に積み重ねていきます。

人権の尊重

◀�女性農園主支援プロジェクト「Café Delas｣
で生産されたコーヒー豆を使用した「ソフィア」

ブラジルのコーヒー農園と現地企業のOlam Agricolaなどを訪問

 
 

FCビジネスを持続可能にする人財確保支援

「人権方針」の策定と、サプライチェーンにおける実態把握・監査の実践

現場スタッフを守る全方位のハラスメント対策

学びと挑戦の機会

意欲と能力に基づく抜擢と、個の能力の最大化

全社教育機関「コメダ大学」の様子

成長戦略への貢献 Next Step   

事業領域や関わる人が広がる中でも、人権を尊重することを事業運営の基本に据えています。すべてのス
テークホルダーが安心して関われる環境を整え、信頼に基づく関係を築くことで事業の持続的な発展を支え
ていきます。

◦�コーヒー豆の生産現場4軒の監査を実施
◦監査合格率100%を達成※1

└AtSource認証※2の農家2軒
└�「Café Delas」プロジェクト※3の農家2軒

 ※1 �監査は当該認証農家の中からランダムに抽出
して実施したもの

 ※2 �Olam Agricola独自の認証規格。当社調達
コーヒー豆のうち75％が認証取得済み

 ※3 �コーヒー豆生産における女性の活躍を目指す
プロジェクト

ミャンマー人スタッフのトレーニングの様子

労働者の権利保護・安全確保として、管理職に向けたハラスメント研修を徹底してい
ます。2025年度の受講率は100%です。

さらに、2024年12月には「カスタマーハラスメント対応宣言」を発令し、FC加盟
店へも対応方針を共有しました。

ポスターを
バックヤードに掲示

女性管理職比率

20252024202320222021

コンテスト参加店舗数

（年度）

93.3

（年度）

女性

男性

24.9
22.0

19.619.620.4

（%）

0

10

20

30

コメダホールディングス人権方針
https://komeda-holdings.co.jp/
customer-policy/
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マテリアリティ

目指す姿
（2030年度）

工場排出コーヒー粉再利用率

100%
「コメダの森」整備区域

28ha
CO2排出量（Scope1,2,3）削減

50.0%削減（2015年度比）

実績
（2025年度） 97.2% 12ha 75.8%増加

自然環境の保全 気候変動への対応

2030年度 目指す姿と現在地

資源循環とCO2削減を目的に、店舗で発生した廃油をSAF※やバイオ燃料として活用
する取り組みを始めました。2025年度には直営店26店舗で20,210L回収しました。
16,168LのSAF等生産量、44,076kgのCO2削減相当量に貢献しました。CO2排出量
の少ない燃料に再資源化することで、廃棄物削減と脱炭素社会の推進につなげています。

また、お客様から廃油を回収し、バイオ燃料として再利用する取り組みも行われています。地域の方々ととも
に資源を循環させる活動として広げていきます。
※�都市ゴミや廃食油、サトウキビ、トウモロコシ油などを原料とした、持続可能な航空機用の燃料（Sustainable Aviation Fuel）のこと

廃油の再利用

人工林の整備により木々
が健全に成長するようにな
ると、CO2の吸収量が増加
します。当社では三重県菰
野町の「コメダの森」の保
全活動を推進し、CO2の吸
収に貢献しています。

産地からコーヒー豆を運んできた麻袋の再利用を模索
し、動物たちの“くつろぎ”に役立てるよう、動物園への寄
贈を始めました。これは、アニマルエンリッチメントに寄
与する取り組みとなっています。2025年度には、名古屋
市の東山動植物園をはじめ3つの動物園に対し合計900枚
の麻袋を寄贈しました。

年間12回の保全活動には計250名以上
が参加し、間伐やCO2集計などを体験

コメダの森の整備

コーヒー豆運搬用麻袋の寄贈

くつろぎの環境を守る

サステナビリティ
 もったいない精神で、
未来の“くつろぎ”も
守っていきますぞ！

気候変動への対応

TCFD提言に基づく情報開示への対応
当社は、気候変動に関するリスクと機会を重要な経営課

題の一つと認識し、TCFD（気候関連財務情報開示タスク
フォース）提言に沿った「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」

「指標と目標」を情報開示しています。

ガバナンス 戦略
サステナビリティ委員会を設置し、気候変動への対策を含むサ
ステナビリティ活動に関し、社内外の知見を集め、目標設定や
モニタリング、評価などを行っています。

2℃および4℃のシナリオ分析から、エネルギーおよびコーヒー豆の
調達コスト高騰による財務影響が大きいと判断しています。“くつろ
ぎ”を軸にサステナブルな商品・サービス開発を進め、状況把握と対
策を強化します。

リスク管理 指標と目標
サステナビリティ委員会で顕在化した気候変動関連リスクはグ
ループ全体のリスクマネジメント管理を行うリスク対策委員会
に報告し、評価・予防・発生時の対応などの対策を講じます。

CO2排出量（Scope1,2,3の合計）を2030年度には2015年度比
50%削減、2050年度に実質ゼロを目標として掲げています。

TCFD提言に基づく情報開示
https://komeda-holdings.
co.jp/sustainability/

CO2排出量

項目 2025年度
（t-CO2e） 対象範囲

Scope1 3,197
直営店舗、工場、事務所のガス、営業車の
ガソリン、物流で使用するドライアイス、空
調や冷媒のフロンガス

Scope2 5,248 直営店舗、工場、事務所の電気

Scope3 178,648 FC加盟店含むサプライチェーンに関わる
排出量

合計 187,093

成長戦略への貢献 Next Step   

成長に伴う環境負荷を適切に管理するため、温室効果ガス排出の低減に計画的に取り組んでいきます。設定
したKPIのもと、エネルギーの使い方や仕組みを見直し、“くつろぎ”の環境を守り続けていきます。

成長戦略への貢献 Next Step   

自然環境の健全性は、“くつろぎ”を支える重要な基盤です。事業活動と自然が無理なく共存できる状態を維
持することを、経営の前提として位置づけています。

当社グループでは、再生可能エネルギーの導入
を推進しています。2025年度新たに5店舗で導入
し、合計27拠点での導入となりました。九州コー
ヒー工場で太陽光パネルの設置とともにコメダ初の
蓄電池を導入しました。2025年度のCO2排出量は
2015年度比75.8%増となりましたが、売上当たり
のCO2排出量は2015年度比33%減となりました。

91t 
2025年度の

CO2吸収量 前年度比
約34%増

CO2排出量（Scope1, 2, 3）の削減

自然環境の保全

国内工場でのコメダブレンド抽出後のコー
ヒー粉は牛の寝床や、さまざまなものに再
利用しています。2025年度の再利用率は
97.2%です。

抽出後のコーヒー粉の再利用

森林は土砂崩れなどの災害
を防ぐ

役割があります

コメダブレンド抽出
後のコーヒー粉を再
利用したサステナブ
ルなお線香

コーヒー染めのランチ
トート（左）と小豆の煮汁
から抽出した染料で染め
たランチトート（右）

コーヒー再利用アイテム数20種類以上!!
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男性
2名

女性
2名

コーポレートガバナンス体制図（2026年5月末時点）

コーポレートガバナンス体制
企業統治の体制は監査等委員会設置会社を採用し

ており、会社法に基づく機関として、株主総会、取
締役会、監査等委員会を設置するとともに、統治体
制を構築するために、コンプライアンス委員会およ
びリスク対策委員会を設置しています。

人財戦略委員会

人財戦略委員会は、当社取締役（監査等委員を除
く）の全員（4名）によって構成され、社長の諮問に応
じて、取締役の指名のほか、当社グループの持続的
な成長を促す人財戦略を審議・策定し答申を行うた
めの機関であり、原則として年に4回開催されます。
2025年度は8回開催し、主に持続的な成長を促
す人事ポリシーの策定、新卒・中途・海外体制等
の人財戦略、およびエンゲージメントスコア等の
ESG指標の導入について審議を行いました。あわ
せて、経営戦略に照らした取締役会の機能・多様性
の議論や、役員報酬制度・後継者計画の妥当性の検
証など、持続的な企業価値向上に向けた人財基盤の
整備について検討を行いました。

コンプライアンス委員会

代表取締役社長CEOが選任する委員および監査
等委員によって構成された社長直轄の組織で、四半期
に1回および必要に応じて開催しています。グループ
人事総務部を事務局として、役員および従業員などが
遵守すべき関係法令の整理、遵守体制の整備や遵守
のための指導、通報および問い合わせの受理と事実関
係の調査、違反者に対する処分の提起をしています。
2025年度は4回開催し、主に内部通報状況のモ
ニタリング、自社株売買申請状況の確認、および年
間計画に基づくコンプライアンス推進策 P.56 の
実施状況の確認を行いました。

リスク対策委員会

代表取締役社長CEOが選任する委員および監査等
委員によって構成され、四半期に1回および必要に
応じて開催しています。社長直轄の組織であり、グ
ループ人事総務部を事務局としてリスクの把握・評
価・予防、発生時の対応・再発防止に努めています。
2025年度は4回開催し、主に基幹システム（EOS）
障害に伴うBCP対策マニュアルの改定や、店舗に
おける事故対応について審議を行いました。

監査等委員会

当社の監査等委員会は社外取締役3名で構成さ
れ、取締役会への出席のほか、各種調査を通じた業
務および財産の状況の確認、取締役・従業員・会計
監査人からの報告聴取等法律上の権限を行使してい
ます。また、監査等委員会は、内部統制システムを
活用して組織的に監査活動を行うために、内部監査
室に直接の指示を行い、その結果について内部監査
室から報告を受けています。

取締役会における独立社外取締役の割合

取締役会の構成

独立社外取締役は4名（男性・女性2名ずつ）とな
り取締役会全体に占める割合は57%（2026年5月末
時点）となります。独立社外取締役の助言・指摘を通
じ取締役会の監督機能を強化することで、経営の戦
略性・客観性をよりいっそう高めていきます。

男性
2名社内取締役

3名
女性
2名

独立社外取締役
4名（57%）

独立諮問委員会

独立諮問委員会は、当社の独立社外取締役の全員
（4名）によって構成され、原則として年に2回開催
されます。コーポレートガバナンス・コードの関連
諸原則に対応するため、取締役会の諮問に応じて独
立の立場から答申を行うとともに、経営監督のため
の情報交換を行う機関です。

独立諮問委員会における独立社外取締役の割合会計監査人

内部監査室

代表取締役社長

株主総会

取締役会

監査等委員である取締役
3名（うち社外取締役3名）

監査等委員会

選任·解任 選任·解任

提案指示
指示

監査

監査

監査

報告

報告 選任・解職・監督

報告
報告

報告

諮問

答申

報告・議案付議

任意設置委員会

独立諮問委員会

人財戦略委員会

リスク対策・
コンプライアンス委員会

サステナビリティ委員会

諮問

答申

管理本部

グループ各社

指示

経営指導・監督

取締役（監査等委員除<）
4名（うち社外取締役1名）

選任·解任

連携

また、取締役の指名および報酬の決定に対する
透明性・客観性を高めるために、取締役会の諮問
機関として「独立諮問委員会（独立社外取締役4名
で構成）」および代表取締役社長の諮問機関である
「人財戦略委員会（監査等委員を除く取締役4名で構
成）」を設置しています。

CORPORATE GOVERNANCE
コーポレートガバナンスに対する
基本的な考え方
当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を図るため、

株主をはじめとするすべてのステークホルダーと良好な関係を保ち、

企業としての社会的責任を果たすとともに、法令遵守体制の確立、実効性のある内部統制システムの構築、

経営の客観性と迅速な意思決定の確保を目的としてコーポレートガバナンス体制の強化に取り組んでいます。

続けますぞ！

最適なコーポレートガバナンスの追求

独立社外取締役
4名（100%）
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氏名
当社における地位

甘利 祐一
代表取締役社長CEO

清水 宏樹
専務取締役CFO

山本 智英
取締役

牛膓 栄一
社外取締役

白畑 尚志
社外取締役

尾田 知亜記
社外取締役

松田 朋恵
社外取締役

主な経歴と選任理由 （株）三和銀行、セガサミーホー
ルディングス（株）などを経て、
2020年に当社取締役に就任
しました。2021年に当社副社
長に就任の後、2022年から当
社代表取締役社長に就任しま
した。

選任理由：上記社長職等にお
ける企業経営や数多くの取引
先を相手にビジネスを拡大して
きた実績と豊富な経験・見識が
事業拡大に向け適任と判断

公認会計士。太田昭和監査法人
を経て、2014年に（株）コメダの
社外監査役就任。2017年当社
入社。2019年に当社取締役に
就任した後、2020年より当社
CFOを務め、2022年に当社
常務取締役CFO、2025年に
当社専務取締役CFOに就任し
ました。

選任理由：公認会計士の高い
専門性とコンプライアンス視点
による経営管理に加え、当社事
業におけるDX推進の実績から
適任と判断

大和実業（株）、（株）ドトールコー
ヒー、（株）スーパーホテルを経
て、2013年に（株）コメダに入
社。2019年より当社取締役を
務めています。

選任理由：長年の飲食事業と
FC事業経験、当社営業・マーケ
ティングの本部長を歴任するな
ど豊富な経験と実績から適任と
判断

（株）ロッテ入社後、2018年に
同社代表取締役社長に就任。
2025年10月より三幸製菓（株）
代表取締役に就任。2025年
5月から当社の社外取締役を務
めています。

選任理由：他社での企業経営、
事業戦略、営業およびマーケティ
ングに関する豊富な知識と経験
があり、人財戦略委員会および
独立諮問委員会における取締役
の指名・報酬の決定プロセスの
透明性・実効性の向上に対する
貢献を期待

公認会計士。1985年に青山監
査法人、1991年に（株）三菱銀
行、2000年に中央青山監査法
人のパートナーに就任。2023
年に当社の社外取締役に就任
しました。主な兼職として、（株）
IDホールディングス社外取締
役、（株）イトーキ社外監査役。

選任理由：公認会計士として
の豊富な経験を活かした貢献
を期待

弁護士。弁護士法人しょうぶ法
律事務所勤務。日弁連中小企
業法律支援センター幹事、名古
屋市北区地域環境審議会委員
などを歴任しています。M&A
や企業再生、中小企業法務の
専門家。2022年より当社の社
外取締役を務めています。

選任理由：主にM&A、人事お
よび法務に関する見識を活かし
た貢献を期待

1985年に（株）フジテレビジョ
ンに入社。フリーアナウンサー
を経て2019年に（株）ジェム・
ボックスの代表取締役社長に
就任。2024年に当社の社外
取締役に就任しました。また淑
徳大学の非常勤講師を兼職す
るほか、臨床心理カウンセラー
としてメンタルヘルスの講演を
多数行っています。

選任理由：主に人的資本の強
化に関する貢献を期待

取締役在任期間 6年 7年 7年 1年 3年 4年 2年

経
験
・
見
識
・
専
門
性
等

企業経営 ● ●

業界の知識・経験 ● ●

財務・会計 ● ● ●

営業・マーケティング ● ● ●

サステナビリティ ● ● ● ● ●

法務・リスクマネジメント ● ● ● ●

人事・人財開発 ● ● ● ●

製造・調達・品質管理 ● ●

IT・DX ● ●

M&A・グローバル ● ● ● ●

取締役会への出席回数 19回/19回（100%） 19回/19回（100%） 19回/19回（100%） 13回／13回（100％） 19回/19回（100%） 19回/19回（100%） 19回/19回（100%）

監査等委員会への
出席回数 ― ― ― ― 18回/18回（100%） 18回/18回（100%） 18回/18回（100%）

取締役紹介
取締役 監査等委員

コーポレートガバナンス 最適なコーポレートガバナンスの追求
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実効性評価
当社は、取締役会の活動状況に関する取締役の率

直な意見を把握する機会として、毎年、取締役会全
体の実効性評価を実施しています。
2026年4月に実施した実効性評価においては、

2025年度に開催された取締役会（計19回）につ
いて、取締役7名（監査等委員である社外取締役
3名を含む）による無記名のアンケートを実施し、
2026年5月8日付の臨時取締役会において、取締
役会の実効性に関する議論を行いました。
結果として、当社の取締役会は、会議運営や基本

的なガバナンス機能に関して概ね適切に機能してお
り、実効性は総じて確保されているとの評価がなさ
れました。
その上で、持続的な成長に向けて継続して審議す

べき内容として、「中長期戦略の議論深化（人財戦
略やグローバル展開等）」、「資本コストを意識した
経営の高度化・グループガバナンス強化」、「監督と

取締役の報酬

基本方針

当社取締役の報酬については、企業業績および企
業価値の持続的な向上に加えて、株主の皆様との価
値共有に資する体系であることを基本方針としてい
ます。
取締役の報酬は、「固定報酬」「業績評価基準報酬
及び賞与」ならびに「株式報酬」から構成されます。
「業績評価基準報酬及び賞与」は単年度の業績目標
達成度に応じた「業績評価基準報酬」および「賞与」
から構成され、「株式報酬」は中長期のインセンティ
ブとして「譲渡制限付株式報酬」としています。
監査等委員である取締役の報酬は、客観的な立場
に基づく当社経営に対する監督および助言の役割を
考慮し、定額の「固定報酬」のみとしています。
取締役の「譲渡制限付株式報酬」については、株
主の皆様との価値共有をより長期にわたり実現させ
るための「勤務継続型譲渡制限付株式制度」と、当
社の業績と対象取締役の報酬の連動性を高めるため
の「業績連動型譲渡制限付株式制度」から構成され
ます。後者の業績指標には、当社の中期経営計画
の財務目標である1株当たり利益年平均成長率、投

2025年度の評価結果と課題への対応

対象範囲・
対象者 分析・評価結果の概要 課題への対応など

2025年3月か
ら2026年2月
までに開催さ
れた取締役会
（計19回）の実
効性を評価。

取締役7名
（監査等委員で
ある社外取締
役3名を含む）

1. 取締役会の構成および監督機能の強化
・監査等委員と代表取締役社長CEOとの意見交換会
を四半期ごとに定例化。
・監査等委員から子会社を含めたグループの取締役及
び執行役員への継続的なヒアリングを実施。
上記により、監査等委員の視点や牽制機能を経営に適
時反映させる体制を構築。

2. 次世代取締役候補者の育成
・複数名の候補者を子会社取締役へ登用。
・新任取締役セミナー、コンプライアンス研修の実施、
階層別研修の活用等による育成施策の具体化。
・中期経営計画策定プロジェクトへの参画を促し、実
践的な経営能力の強化を推進（※研修体系のさらな
る高度化は引き続きの課題として認識）。

3. 取締役会の運営および議題の充実
・中期経営計画「VALUES 2025」の進捗・重要課題の
審議に加え、新中期経営計画「CONNECT 2030」
の策定において、定期的に報告・審議を行う体制を
整備。
これにより、中長期課題に関する議論の量・質ともに
向上を達成。

【総括】前年度の課題はいずれも具体的な施策として実
行に移され、取締役会の実効性向上に資する成果
があったと評価しています。

監督と執行の分離・権限委譲の推進
業務執行に係る権限委譲を段階的に進め、取締役会におけ
る監督機能および戦略的議論の実効性向上及び戦略的議
論の充実を図ります。
戦略議論の強化とモニタリングの高度化
中期経営計画の実行状況に対するモニタリングを高度化
するとともに、資本コストを踏まえた収益力、資本効率等
の目標達成状況及び経営資源の分配の適切性について不
断の検証を行います。
人財戦略と後継者育成の推進
人財戦略および後継者育成計画（サクセッションプラン）
の具体化と、当該施策の推進に取り組みます。
成長戦略に関する議論の深化
グローバル展開やDX（デジタルトランスフォーメーション）
など、投資等の成長戦略に関する議論をさらに深めます。
グループガバナンスとリスク管理の高度化
グループ全体を見据えたガバナンス体制、およびリスク管
理の高度化を図ります。
最適なガバナンス体制の継続検討
取締役会およびグループ全体における最適な体制（監督と
執行の役割分担を含む）の在り方について、継続的な検討
を行います。

取締役の個人別の報酬等の内容の決定

取締役の個人別の報酬等の内容の決定に当たって
は、代表取締役社長が上記方針に基づき原案を作
成、独立諮問委員会へ諮問を行い、同委員会の答申
および監査等委員会の意見を聴取した上で、取締役
会が決議をしています。

取締役の報酬

区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円）
対象となる
役員の員数
（名）固定報酬

業績連動報酬 譲渡制限付株式報酬

業績評価基準報酬 賞与 勤務継続型 業績連動型

取締役（監査等委員を除く）
[うち社外取締役]

131
［5］

65
［5］

44
［ー］

ー
［ー］

13
［ー］

9
［ー］

4
［1］

取締役（監査等委員）
[うち社外取締役]

19
［19］

19
［19］

ー
［ー］

ー
［ー］

ー
［ー］

ー
［ー］

4
［4］

合計
[うち社外役員]

150
［24］

84
［24］

44
［ー］

ー
［ー］

13
［ー］

9
［ー］

8
［5］

注1）当事業年度末での取締役（監査等委員を除く）の人数は4名、取締役（監査等委員）の人数は3名です。
注2）株式報酬は、譲渡制限付株式（勤務継続型譲渡制限付株式報酬および業績連動型譲渡制限付株式報酬）に係る当事業年度における費用計上額です。

なお、業績連動型譲渡制限付株式報酬には、各取締役に対する譲渡制限付株式の付与株式数を前連結会計年度の連結営業利益に応じて決定し、その譲渡制限期間を3年
間から5年間までとする株式報酬制度改定前の譲渡制限付株式報酬の費用計上額を含んでいます。

注3）株式報酬は、会社法施行規則第98条の5第3号に定める「非金銭報酬」に該当します。
注4）取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、2016年4月1日開催の臨時株主総会において年額300百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない）と決議いただいていま

す。同臨時株主総会終結時の取締役（監査等委員を除く）の人数は3名です。また、譲渡制限付株式付与のための報酬額は、2023年5月25日開催の第9回定時株主総会に
おいて、上記の金銭報酬枠とは別枠で、勤務継続型譲渡制限付株式制度につき年額50百万円以内、業績連動型譲渡制限付株式制度につき年額30百万円以内とし、譲渡
制限付株式として発行または処分される当社の普通株式の総数は、勤務継続型譲渡制限付株式制度につき年20千株以内、業績連動型譲渡制限付株式制度につき年12千
株以内と決議いただいています。同定時株主総会終結時の取締役（監査等委員を除く）の人数は5名です。

注5）取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2016年4月1日開催の臨時株主総会において年額30百万円以内と決議いただいています。同臨時株主総会終結時の取締役（監査
等委員）の人数は3名です。

P D

CA

計画の実行取締役会の
運営方針・計画

当期の評価に基づく
課題の対応や
計画の見直し

実効性評価

臨時取締役会で取締役会の実効性に関する
議論を実施

取締役（監査等委員である社外取締役を含む）に
無記名のアンケートを実施

監査等委員会においてアンケート結果を分析

下資本利益率、自己資本比率、総還元性向、およ
びCO2排出削減量の5つを設定しています。また、
株式報酬においては、取締役の非違行為抑制を目的
としたマルス条項およびクローバック条項を設定し
ています。
取締役の種類別の報酬割合は、上位の役位ほど業
績連動報酬の割合が高まる構成としています。業績
指標の達成率が100%であった場合の「固定報酬」
「業績評価基準報酬及び賞与」、ならびに「株式報酬」
の割合は、下図のとおりです。

執行の機能分担の明確化と業務執行への権限委譲を
通じた戦略的議論の充実」が主な課題として挙げら
れました。今後はこれらを重点テーマとして認識
し、ガバナンスのさらなる高度化に取り組みます。

実効性評価のプロセス

コーポレートガバナンス 情報開示と透明性の向上

報酬の割合
株式報酬 10～15%

固定報酬
45～55%

業績連動報酬
35～40%

金銭報酬

54 55コメダホールディングス　統合報告書2026 コメダホールディングス　統合報告書2026



コンプライアンス

コンプライアンス推進体制

当社では、リスク・コンプライアンス規程に基づ
き設置されるコンプライアンス委員会において、コ
ンプライアンスの推進やモニタリング状況の確認
などの進捗状況を四半期に1回報告・確認してい
ます。
また、当社グループ（FC加盟店含む）における職

場での違法行為（ハラスメントや贈収賄などの腐敗
を含む）や、そのおそれがある行為などについての
相談や通報のための制度「コメダ コンプライアンス
相談窓口」を内部監査室と外部法律事務所内に設置
しています。寄せられた通報については、通報者が
不利益を被ることのないようプライバシーを保護す
るとともに、速やかな調査と適切な措置・対策を講
じています。また、措置・対策を講じた事案につい
ては、通報者や関与者が特定できないようにした上
で社内共有し、類似事案の再発防止を図っています。
2025年度の相談窓口への相談件数は134件で

した。

リスクマネジメント

リスクマネジメント体制

当社では、リスク・コンプライアンス規程に基づ
き設置しているリスク対策委員会において、毎年、
当社グループおよび全国のFC加盟店の持続的な営
業に重要な影響を及ぼす可能性のあるリスクの特
定・評価を行っています。
経営を取り巻くさまざまなリスクへの対応策につ
いて議論を重ねるとともに、同委員会において対策
の進捗状況を定期的に確認・監視することで、グ
ループ全体の危機管理および全社的なリスクマネジ
メント体制の強化・維持に努めています。コンプライアンスに関する主な取り組み

当社は、グループおよびFC加盟店に対するコン
プライアンス教育として、法令改正・社会的なト
ピックなどをお知らせする「コンプライアンス通
信」を事務局であるグループ人事総務部を中心に定
期的に発行しています。2025年度においても、全
従業員およびFC加盟店を対象に定期的な情報発信
を行い、組織全体の意識向上と知識のアップデート
を図りました。
また、当社グループは2024年12月に、お客様

に“くつろぐ、いちばんいいところ”を提供するた
めに、基礎となる従業員および加盟店スタッフが安
心して働ける職場環境を構築することを目的とし、
「カスタマーハラスメントへの対応基本方針」を策
定しました。

2025年度は、この基本方針に基づき、グループ
全体および各店舗における対応体制の整備と運用の
定着を推し進めました。お客様からのご意見・ご要
望に対して、従来通り真摯に耳を傾け対応していく
一方で、カスタマーハラスメントに該当する行為に
対しては毅然とした態度で対応し、すべての加盟店
スタッフおよび従業員が心身ともに安心して働くこ
とができる環境を構築・整備していきます。

コーポレートガバナンス リスクマネジメントの確立企業倫理の徹底と腐敗防止

リスクマネジメントに関する主な取り組み

当社グループの財政状態、経営成績およびキャッ
シュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性が
あると認識している主要なリスクのうち、2025年
度は基幹システムの停止リスクとBCPの再整備に
ついて重点的に議論しました。
具体的には、全国のFC加盟店の営業とサプライ
チェーンを機能させ続けるため、システム停止時を
想定した「BCPマニュアル」の改定や店舗での事
故対応について審議しました。さらに、原材料や物
流費高騰の兆候を捉え、FC加盟店の経営基盤とお
客様への安定供給を守る先手管理の徹底に努めま
した。

事業のリスクと対応策
分類 具体的なリスク内容 今後のアクションプラン

経営環境に関する
リスク

経済状況の変化（個人消費の
低迷）

他社との差別化／食材費・人件費等のコントロール／店舗体験価値の向上／来店継続の促進／地理
的分散／Ｍ＆Ａによる事業ポートフォリオ拡張

国内店舗展開の遅延 出店開発専任部門の設置／既存ＦＣ加盟店の新規出店支援／新規ＦＣ加盟募集

海外店舗展開の遅延 海外FC加盟店・取引先との連携強化／海外市場における情報収集体制の強化／迅速な経営判断を
支える体制整備

人財の不足 働きやすい職場環境の整備（柔軟な働き方の導入、職場環境の改善）／人事制度の整備・高度化（複
線型人事制度、評価制度改定）／人財活用と育成の強化（適材適所の配置、モチベーション向上研修）

レピュテーションの低下 コンプライアンス・リスク管理体制の整備／内部通報制度の充実／教育・情報共有の推進（役職
員・FC加盟店向け研修・通信等）

気候変動による原料調達困
難・自然災害

持続可能な原材料調達の推進／気候変動対応の推進（再エネ導入、CO₂削減）

海外情勢の変化 商品の規格変更や商品売価への適正な反映／関連動向の継続的モニタリング（リスク長期化を前提）

食の安全・安心に
関するリスク

食品事故の発生（食中毒・異
物混入・外部からの侵入）

食品品質保証規程・法令遵守の徹底／原材料・製造段階の品質管理強化（規格書管理、工場監査、
初回生産確認）／店舗衛生管理および監査の徹底（マニュアル配布、衛生チェック、遵守管理、外部
調査）

カロリー・アレルギー等の不適
正な表示

主要な原産地情報等の規格書確認／お客様向け食品情報の開示・利便性向上（カロリー・アレル
ギー情報開示、QRコード掲示、閲覧環境整備）

ＦＣ加盟店との関係
性に起因するリスク

ＦＣ加盟店への経済的依存 魅力的な商品開発・販促による顧客価値の向上／FC加盟店との共存共栄と収益性向上／ファンコ
ミュニティの拡大とブランド価値向上（コミュニティ運営、双方向交流、ファン深化、地域との関係
構築）

FC加盟店との訴訟 適切なFC加盟審査・判断プロセスの確保／加盟希望者との認識整合による紛争防止

ＦＣ加盟者の高齢化 定期的な情報共有／FC加盟店の円滑な承継・再編の推進／既存店舗の継続運営支援および開発体
制の強化

店舗の老朽化 店舗改装・老朽化対応の推進／FC加盟店の承継・再編の推進（物件斡旋・承継・直営化）／既存店
舗の運営支援の強化

サプライチェーンに
関するリスク

既存工場の生産停滞 生産能力増強・内製化およびOEM活用による安定供給体制の確保／供給網・生産体制の整備・分
散化／災害時の事業継続体制（BCP）の確保

サプライヤー（工場原材料・自
社商品以外）からの調達不可

生産・物流の委託先の複数化／特定業者への依存回避によるリスク分散／安定供給体制の強化

原材料価格の高騰、海外から
の調達品未着

円建て先渡予約による価格高騰リスクの軽減／輸入リスクに対する原産地の分散／価格高騰リスクに
対する代替品の検討・活用

受発注その他情報システムの
不具合（コンピューターウイル
ス・サイバー攻撃）

サイバー攻撃対策と基盤強化／セキュリティ教育・運用の強化／データ保全と継続体制の強化

スマートフォンアプリの不具合 不具合発生時の初期対応体制の構築／復旧までの一貫した対応体制の整備／システム復旧プロセス
の確立／障害対応力の強化

法規制、
コンプライアンスに
関するリスク

食品衛生法への違反 適用法令の迅速な把握／法令遵守の徹底／ＦＣ加盟店との協働による対応推進／計画的な対応措置
の実施

独占禁止法、FCガイドライン
の改定

フランチャイズガイドラインの趣旨を踏まえたFC加盟契約書の改定（2026年3月実施）／コンプライ
アンス教育の実施／コンプライアンス対応の実効性向上

労働法令への違反 外部専門知見の活用による労務管理体制の強化／法令に基づく適正な労務管理の徹底（適正対応、
時間外労働・有休取得管理）／勤怠状況の可視化とモニタリングの強化

個人情報の漏えい 各種法令・ガイドラインに基づく個人情報保護体制および規程整備／個人情報管理に関する内部統
制強化／教育・監査による個人情報保護の徹底（役職員研修、社内・外部委託先監査）

その他法令への違反 法令・規則改正状況の適時適切な把握／役員向け研修・FC加盟店向け定期配信等法令違反の未然
防止に向けた教育・情報共有の推進

財務に関するリスク 金利の変動及び資金の枯渇 複数金融機関との当座貸越契約による借入枠の確保／ヘッジ取引の活用／多様な資金調達手段の検
討／金利条件の一部固定化／利益計画および資金繰り管理の実施／手元流動性の確保

のれんの減損 M&A実行後の統合プロセス（PMI）の強化／利益計画および資金繰り管理の実施／加重平均資本コ
ストを考慮した最適資本構成の追求／減損テストの実施によるのれん評価の定期的な妥当性確認

店舗差入保証金の回収不可 賃貸物件の適正利用および権利確保／賃貸人との関係維持による契約継続性の確保／保証金等の
抑制による回収不能リスクの低減

為替変動 外貨建資産・負債および取引額のモニタリング／為替エクスポージャーのバランス管理／為替変動リ
スクへの対応努力
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会社情報
会 社 名 株式会社コメダホールディングス
所 在 地 〒461-0004 愛知県名古屋市東区葵三丁目12番23号
創業／設立 2014年（コメダ珈琲店創業は1968年）
事 業 内 容 喫茶店チェーンを運営する株式会社コメダの持株会社
資 本 金 673百万円（2026年2月末現在）
上場取引所 東京証券取引所 プライム市場

名古屋証券取引所 プレミア市場
証券コード 3543
従業員数（子会社含む）※ 従業員：828名（パート・アルバイト：2,022名）（2026年2月末現在）
※従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含む）であり、臨時雇用者数（パート・アル
バイト含む）は年間の平均人数

株式情報（2026年2月末現在）

株式の状況
株 主 数 213,619名
※株主名簿上の株主数

大株主
株 主 名 所有株式数（株） 持株比率（%）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,114,800 11.24
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 2,200,000 4.83
株式会社日本カストディ銀行（信託口4） 1,325,800 2.91
JP MORGAN CHASE BANK 385781 645,394 1.42
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 486,163 1.07
JP MORGAN CHASE BANK 385166 421,900 0.93
JPモルガン証券株式会社 384,675 0.85
コメダFC持株会 342,800 0.75
ISHARES CORE MSCI EAFE ETF 341,700 0.75
JP MORGAN CHASE BANK 385864 328,415 0.72
注1） 上記信託銀行の所有株式数は、信託業務に係るものです
注2） 持株比率は、自己株式761,197株を控除し、小数点以下第3位を四捨五入しています

個人・その他
60.91%

その他国内法人
1.79%

金融機関
19.31%

外国人（外国法人等）
15.45%

金融商品取引業者
2.54%

統合報告書をお読みいただきありがとうございます。
アンケートにご協力ください。

締切：2027年5月31日23:59
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■ 接客コンテスト ■ キッチンオペレーションコンテスト ■ 装飾コンテスト

コンテスト参加店舗数

20252024202320222021

コンテスト参加店舗数

※2024年度は接客コンテストに加えて、キッチンオペレーションコンテス
ト、装飾コンテストを含めた延べ店舗数

148,629148,629
106,432106,432
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163,530163,530 187,093187,093
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■ CO₂排出量 売上当たりのCO₂削減率
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CO₂排出量／売上当たりのCO₂削減率※

※削減率＝2015年度を100％としたときの排出量割合

※1 男性の賃金（＝100）に対する女性の賃金の割合
※2 店舗で働く非正規雇用の女性の数が男性の2倍以上のため、全労働

者で見たときの女性の賃金比が相対的に少なくなっている

男女賃金格差※1

2023年度 2024年度 2025年度※2

全労働者 49.5% 50.0% 51.3%

正規雇用労働者 67.9% 68.2% 64.4%

非正規雇用労働者 98.9% 99.8% 98.4%

所有者別の株式保有比率
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